
　

○
潜く
き
ど戸

島し
ま

根ね

郡ぐ
ん

、
加か

賀か

浦う
ら

、
神か
ん

崎ざ
き

ニ
ア
リ
。
窟く
つ

門も
ん

高た
か

サ
四よ
ん

間げ
ん

、
広ひ
ろ

サ
二に

間け
ん

乃な
い

至し

八は
つ

間け
ん

、
長な
が

サ
凡お
よ

ソ
二に

町ち
よ
う

許ば
か

リ
。
一い
ち

洞ど
う

ア
リ
テ
北き
た

ニ
向む
か

フう

。
抑
そ
も
そ
も

此こ
の

窟い
わ

ヤ
、
太た
い

古こ

、
支き

佐さ

加か

比い

比ひ

売め
の

命み
こ
と

ノ
佐さ

太だ
の

大お
お

神か
み

ヲ
産う

ム
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
啻た
だ

北ほ
つ

方ぽ
う

ノ
一い
ち

洞ど
う

ア
リ
テ
、
窟く
つ

内な
い

常つ
ね

ニ
黯あ
ん

々あ
ん

焉え
ん

、
大お
お

神か
み

之こ

レ

ヲ
厭い
と

ヘえ

、
金き
ん

弓き
ゆ
うヲ

ト
リ
、
一い
つ

射し
や

シ
テ
、
西に
し

ヨ
リ
東ひ
が
しニ

通と
お

ス
。
於こ
こ
に
お
い
て是

、
窟く
つ

内な
い

為た

メ
ニ
耀か
が
やク

。
是こ

レ
即す
な
わチ

今い
ま

ノ
東と
う

西ざ
い

両り
よ
う

門も
ん

ナ
リ
。
社や
し
ろヲ

建た

テ
てゝ

、
支き

佐さ

加か

比い

比ひ

売め
の

命み
こ
と

ヲ
祭ま
つ

ル
。

【
訳
】
潜
戸
は
、
島
根
郡
加
賀
浦
神
崎
に
あ
る
。
洞
窟
の
入
り
口
は
、
高
さ
四
間
（
約
七
・
三
米
）、
幅
二
間
（
約
三
・
六
米
）
か
ら
八
間

（
約
一
四
・
五
米
）、
長
さ
は
、
全
部
で
二
町
（
約
二
一
八
米
）
く
ら
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
北
に
向
か
っ
て
洞
窟
が
も
う
一
つ
開
い
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
洞
窟
は
、
大
昔
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
の
神
が
、
サ
ダ
の
大
神
を
出
産
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ
ろ
は
、
北
側
の
洞
窟
が
一
つ
あ

い
て
い
る
だ
け
で
、
洞
内
は
い
つ
も
真
っ
暗
、
サ
ダ
の
大
神
は
暗
い
の
は
い
や
だ
と
思
っ
て
、
黄
金
の
弓
を
手
に
取
っ
て
、
ひ
と
た
び
射

た
だ
け
で
、
一
気
に
西
か
ら
東
に
射
通
し
た
。
そ
の
結
果
、
洞
内
は
光
に
満
ち
満
ち
て
輝
い
た
。
こ
れ
こ
そ
、
現
在
の
洞
窟
の
東
と
西
の

二
つ
の
入
り
口
な
の
で
あ
る
。
洞
内
に
、
神
社
が
あ
っ
て
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
の
神
を
祭
っ
て
い
る
。

【
注
】
潜
戸
―
加
賀
の
潜
戸
。
松
江
市
北
部
、
島
根
町
に
あ
る
景
勝
地
。
潜
戸
と
は
、
く
く
り
ど
、
す
な
わ
ち
く
ぐ
る
よ
う
な
入
り
口
、

海
中
洞
窟
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
代
、「
く
ぐ
る
」
は
濁
ら
ず
に
「
く
く
る
」
と
発
音
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
二
語
の
合
成
語
は
、
上

古
か
ら
、
通
例
、
下
語
の
語
頭
が
濁
音
に
な
る
の
で
、「
と
」
は
「
ど
」
と
な
る
。
ま
た
、
二
字
目
の
「
く
」
が
「
き
」
や
「
け
」
に
な
っ

た
。
現
在
は
、「
く
け
ど
」
の
読
み
が
一
般
的
。
こ
れ
が
、
山
陰
方
言
に
お
け
る
、
母
音
の
中
舌
化
に
よ
る
の
か
、
あ
い
ま
い
な
発
声
の
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た
め
に
表
記
に
混
乱
が
生
じ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
（
山
陰
の
み
で
は
な
く
、
近
世
普
遍
の
現
象
の
よ
う
で
あ
る
）。『
出
雲
国
風
土
記
』

記
載
の
「
川
来
門
大
浜
（
か
わ
く
ど
の
お
お
は
ま
）」、
一
本
に
「
久
来
門
（
く
き
ど
）
大
浜
」
は
、
現
在
の
加
賀
漁
港
を
中
心
と
し
た
加

賀
浦
の
浜
全
体
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
地
名
と
の
混
乱
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
文

和
歌
中
の
仮
名
表
記
に
よ
り
、「
く
き
ど
」
と
読
ん
で
お
い
た
。
海
寄
り
の
「
新
潜
戸
」
と
陸
寄
り
の
「
旧
潜
戸
」
の
二
つ
の
洞
窟
が
あ

る
。
新
潜
戸
は
元
来
「
神
潜
戸
」
で
加
賀
神
社
の
神
域
で
あ
っ
た
。
本
項
の
潜
戸
は
こ
れ
で
あ
る
。
旧
潜
戸
の
方
は
、「
仏
潜
戸
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
ら
し
く
、
賽
の
河
原
で
有
名
な
信
仰
の
場
で
あ
り
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
の
題
材
と
な
る
、
観
光
地
的
な
名
勝
と
い
い
が
た

か
っ
た
の
で
、
本
書
で
は
言
及
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
新
潜
戸
は
、
こ
の
序
に
あ
る
よ
う
に
、
東
西
北
の
三
つ
の
入
り
口
が
あ
る
。
加
賀

の
港
か
ら
、
舟
に
乗
っ
て
、
遊
覧
す
る
。
潜
戸
の
名
称
が
い
つ
生
じ
た
の
か
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
が
、
早
く
、『
出
雲
国
風
土
記
』

に
こ
の
洞
窟
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
嶋
根
郡
加
賀
郷
の
条
、

　

加
賀
郷　

郡
家
西
北
廿
四
里
一
百
六
十
歩
。
佐
太
大
神
所
生
也
。
御
祖
神
魂
命
御
子
、
支
佐
加
比
比
賣
命
、
闇
岩
屋
哉
、
詔
、
金
弓
以

射
給
時
、
光
加
加
明
也
。
故
云
加
加
。〔
神
亀
三
年
改
字
加
賀
。〕（
加
賀
郷　

郡
家
西
北
廿
四
里
一
百
六
十
歩
。
佐
太
大
神
の
生
ま
る
る

所
也
。
御
祖
神
魂
（
か
み
む
す
び
）
命
の
御
子
、
支
佐
加
比
比
賣
命
、
闇
き
岩
屋
哉
と
詔
げ
て
、
金
弓
以
て
射
給
う
時
、
光
加
加
明
（
か

か
あ
く
）
也
。
故
に
加
加
と
云
う
。〔
神
亀
三
年
（
七
二
六
年
）
字
を
加
賀
に
改
む
。〕）　

　

こ
の
部
分
は
『
風
土
記
』
の
古
本
に
な
く
、
江
戸
時
代
、
他
書
や
伝
承
か
ら
補
綴
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
幕
末
、
星
野
文
淑
や
こ

の
項
の
和
歌
の
作
者
達
は
本
文
と
見
な
し
た
で
あ
ろ
う
。「
支
佐
加
比
比
賣
命
」
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
「
佐
賀
地
売
尊
」
等
に
作
っ

て
お
り
伝
承
の
混
乱
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、「
加
賀
神
崎
」
の
条
に
は
、

　

加
賀
神
埼　

即
有
窟
。
高
一
十
丈
許
。
周
五
百
二
歩
。
東
西
北
通
。（
加
賀
神
埼　

即
ち
窟
有
り
。
高
さ
一
十
丈
許
り
。
周
五
百
二

歩
。
東
と
西
と
北
は
通
ず
）

と
あ
っ
て
、
そ
の
小
字
注
に
、

　

所
謂
佐
太
大
神
之
所
産
生
処
也
。
所
産
生
臨
時
、
弓
箭
亡
坐
。
爾
時
、
御
祖
神
神
魂
命
之
御
子
、
枳
佐
加
比
比
売
命
願
、
吾
御
子
、
麻

須
羅
神
御
子
坐
者
、
所
亡
弓
箭
出
来
、
願
坐
。
爾
時
、
角
弓
箭
、
随
水
流
出
。
爾
時
、
取
之
、
詔
子
、
此
者
非
弓
箭
、
詔
而
、
擲
廃
給
。

二



又
金
弓
箭
流
出
来
。
即
待
取
之
坐
而
、
闇
鬱
窟
哉
、
詔
而
、
射
通
坐
。
即
、
御
祖
支
佐
加
地
比
売
命
社
坐
此
処
。
今
人
、
是
窟
辺
行
時
、

必
声
磅
磕
而
行
。
若
密
行
者
、
神
現
而
飄
風
起
、
行
船
者
必
覆
。（
所
謂
佐
太
大
神
の
産
生
（
あ
）
れ
ま
し
し
処
也
。
産
生
れ
ま
し
し
時

に
臨
み
て
、
弓
箭
亡
せ
坐
し
き
。
爾
の
時
、
御
祖
（
み
お
や
）
神
魂
命
の
御
子
、
枳
佐
加
比
比
売
命
、
願
ぎ
た
ま
ひ
し
く
、
吾
が
御
子
、

麻
須
羅
神
の
御
子
に
坐
さ
ば
、
亡
せ
し
弓
箭
出
で
来
と
願
ぎ
坐
し
き
。
爾
の
時
、
角
の
弓
箭
、
水
の
随
（
ま
に
ま
）
に
流
れ
出
づ
。
爾
の

時
、
之
を
取
り
て
、
子
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
此
は
弓
箭
に
非
ず
と
詔
り
た
ま
い
て
、
擲
げ
廃
（
う
）
て
給
う
。
又
金
弓
箭
流
れ
出
で

来
。
即
ち
待
ち
取
ら
し
坐
し
て
、
闇
鬱
（
く
ら
）
き
窟
な
る
哉
と
詔
り
た
ま
い
て
、
射
通
し
坐
し
き
。
即
ち
、
御
祖
支
佐
加
地
比
売
命
の

社
、
此
処
に
坐
す
。
今
の
人
、
是
の
窟
の
辺
（
ほ
と
り
）
を
行
く
時
に
、
必
ず
声
磅
磕
（
と
ど
ろ
）
か
し
て
行
く
。
若
し
密
か
に
行
か
ば
、

神
現
れ
て
飄
風
（
つ
む
じ
）
起
り
、
行
く
船
は
必
ず
覆
る
）

　

テ
キ
ス
ト
が
乱
れ
て
お
り
、
読
み
下
し
も
諸
説
あ
る
。
こ
の
乱
れ
が
、
逆
に
和
歌
作
者
達
の
想
像
力
を
刺
激
し
た
よ
う
で
あ
る
。
黒
沢

石
斎
の
地
誌
『
懐
橘
談
』
の
以
下
の
記
述
も
興
味
深
い
。『
風
土
記
』
を
引
用
し
つ
つ
も
、
民
間
伝
承
を
ま
じ
え
て
い
る
。

　

加
賀

加
賀
の
郷
、
本
か
ゝ
と
書
く
。
加
賀
の
神
崎
に
窟
あ
り
。
一
十
丈
計
。
周
五
百
二
計
。
東
西
此
道
、
大
神
の
産
ま
れ
坐
し
給
ふ
所
な
り
。

産
ま
れ
坐
し
し
時
に
臨
ん
で
、
弓
矢
を
失
ひ
給
ふ
。
然
る
時
に
御
祖
神
魂
命
の
御
子
枳
佐
売
命
願
は
く
は
、
吾
御
子
麻
須
羅
神
の
御
子
坐

し
て
、
亡
ひ
給
ふ
所
の
弓
矢
出
来
ら
ん
と
、
願
ひ
ま
す
時
に
、
角
の
弓
矢
、
水
に
し
た
が
ひ
、
流
れ
出
づ
る
時
に
、
御
子
是
は
我
弓
矢
に

非
ず
と
、
詔
り
て
擲
す
て
給
ふ
。
又
、
金
の
弓
矢
流
れ
出
来
る
。
即
ち
待
つ
所
に
坐
し
て
闇
鬱
窟
哉
と
詔
り
て
、
射
返
し
坐
す
。
即
ち
御

祖
支
佐
加
地
売
命
の
社
、
此
所
に
坐
す
。
今
の
人
、
こ
の
窟
の
辺
に
行
く
時
、
心
声
磅
磕
し
て
待
つ
。
若
し
密
に
行
け
ば
、
神
現
し
て
飈

風
起
り
、
行
舟
必
覆
る
と
古
記
に
見
え
た
り
。
我
此
度
加
賀
の
神
窟
は
ま
か
り
し
に
、
記
せ
し
が
如
く
な
り
。
窟
の
内
水
の
は
や
き
事

矢
の
如
し
。
故
に
小
舟
に
乗
り
、
櫓
梶
な
く
し
て
、
行
く
事
す
み
や
か
な
り
。
数
十
間
行
き
て
東
西
へ
ぬ
け
る
穴
あ
り
。
俗
に
是
を
潜

戸
（
ク
ケ
ト
）
と
い
ふ
。
窟
の
中
に
て
仰
ぎ
見
れ
ば
、
乳
の
形
あ
り
て
水
滴
る
。
伊
弉
冉
命
す
み
給
ひ
、
此
潜
戸
に
坐
し
て
、
天
照
大
神

を
生
み
給
ふ
。
故
に
乳
房
の
形
、
岩
と
な
り
、
其
露
の
し
た
ゝ
り
絶
え
ず
。
海
中
の
草
、
此
乳
味
に
潤
を
う
く
る
に
よ
り
、
其
味
旨
き
な

り
。
又
、
浦
の
女
、
必
左
の
乳
大
な
る
は
、
此
窟
の
乳
も
左
大
な
る
が
故
な
り
。（
中
略
）
此
浦
を
か
か
と
い
ふ
は
、
大
神
生
れ
給
ふ
所
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な
る
に
よ
り
、
今
の
人
に
至
る
ま
で
、
母
を
か
ゝ
と
い
ふ
な
ど
語
り
侍
る
。
古
記
に
は
見
え
ず
。
倩
思
ふ
に
、
か
か
あ
る
は
、
母
の
御
崎

又
は
い
ろ
の
神
崎
な
ど
と
こ
そ
い
ふ
可
き
に
、
い
か
に
ぞ
や
。
凡
そ
、
小
児
は
、
言
語
不
明
ゆ
ゑ
に
、
上
の
一
字
は
い
ひ
侍
れ
ど
も
、
下

の
文
字
に
う
つ
る
弁
舌
な
ら
ざ
る
故
に
、
下
の
仮
名
を
踊
り
て
い
ふ
類
多
し
。
母
を
上
と
い
へ
ば
か
ゝ
と
い
ひ
、
父
を
殿
と
い
ひ
、
亭
と

い
ふ
を
、
と
ゝ
と
い
ひ
、
て
ゝ
と
い
ふ
が
如
し
。
こ
れ
皆
後
世
の
言
葉
に
し
て
、
神
代
に
か
ゝ
と
い
ふ
可
ら
ず
。
恐
ら
く
は
、
俗
言
な
る

べ
し
。
佐
陀
の
小
縁
起
と
い
ふ
を
見
侍
り
し
に
、
書
き
た
り
し
は
、
此
所
加
賀
と
名
づ
く
る
事
、
伊
弉
冉
命
、
潜
戸
に
棲
み
て
、
未
だ
出

で
給
は
ざ
る
時
、
天
下
暗
き
な
り
。
潜
戸
を
出
で
給
ふ
時
、
天
下
明
か
な
り
。
其
の
時
、
伊
弉
諾
命
、
嗚
呼
赫
奕
（
か
く
や
く
）
と
宣
ふ

故
に
、
其
地
を
か
ゝ
と
名
づ
く
る
と
あ
り
。
此
神
窟
よ
り
、
加
賀
の
浦
へ
半
里
、
か
ゝ
よ
り
水
の
浦
へ
一
里
の
会
場
な
り
。
隠
岐
国
も
石

見
潟
も
間
近
く
見
え
侍
る
。
細
川
玄
旨
、
此
所
に
て
、
狂
歌
に
、

　

あ
は
れ
に
も
未
だ
乳
を
の
む
海
士
の
子
の
か
ゝ
の
あ
た
り
や
は
な
れ
ざ
る
ら
ん

と
よ
み
し
と
な
り
。（
以
下
略
）

『
雲
陽
記
』
や
『
出
雲
鍬
』
等
の
地
誌
、
筆
記
も
、
同
様
の
記
述
を
襲
っ
て
い
る
。
後
半
の
『
風
土
記
』
に
な
い
民
間
伝
承
の
部
分
（
石

斎
は
荒
唐
無
稽
と
批
判
し
て
い
る
が
）
に
、
序
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
也
丈
の
俳
諧
は
こ
の
伝
説
を
も
と
に
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

は
、「
加
賀
」
に
「
嬶
」
を
当
て
る
こ
と
も
あ
り
、
か
か
あ
＝
母
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
風
土
記
以
来
、「
か
か
」

と
二
字
目
の
「
か
」
を
清
ん
で
読
み
続
け
て
い
た
こ
と
も
こ
れ
で
わ
か
る
。　

島
根
郡
―
現
在
の
松
江
市
北
部
、
松
江
市
の
島
根
町
、

鹿
島
町
、
美
保
関
町
が
主
た
る
部
分
を
占
め
る
。
古
く
、「
出
雲
国
風
土
記
」
に
記
載
さ
れ
、
律
令
制
で
さ
だ
め
ら
れ
た
郡
名
で
、
後
世

に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
本
書
出
版
の
前
年
、
明
治
十
二
年
に
成
立
し
た
行
政
区
画
。「
島
根
秋
鹿
意
宇
郡
役
所
」
が

松
江
城
下
に
設
置
さ
れ
、
秋
鹿
郡
・
意
宇
郡
と
と
も
に
管
轄
。
明
治
二
十
九
年
、
郡
制
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
三
郡
が
合
併
し
て
、
八
束
郡

と
な
っ
た
。　

加
賀
浦
―
現
松
江
市
加
賀
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
は
、
海
岸
の
集
落
を
浦
と
呼
ん
だ
。
明
治
十
二
年
島
根
郡
下
と
な

り
、
明
治
二
十
二
年
、
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
加
賀
村
に
な
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
八
束
郡
下
に
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
、
大
芦
村
・

加
賀
村
・
野
波
村
と
合
併
し
て
島
根
村
が
発
足
。
昭
和
四
十
四
年
島
根
町
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成
十
七
年
松
江
市
に
合
併
し
た
。　

神
崎

―
潜
戸
の
あ
る
半
島
。
神
の
い
る
岬
の
意
。「
か
ん
（
む
）
ざ
き
」
の
読
み
が
一
般
的
だ
が
、
和
歌
で
は
わ
ざ
と
「
か
み
さ
き
」
と
音
便
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な
し
で
清
ん
で
読
む
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。　

窟
門
―
洞
窟
の
入
り
口
。
あ
ま
り
こ
な
れ
な
い
語
。
あ
る
い
は
日
本
語
の
「
い

わ
や
ど
」
を
漢
字
に
し
た
か
。
以
下
の
記
述
が
実
見
に
よ
る
の
か
、
何
か
の
資
料
に
よ
る
の
か
不
明
。　

高
サ
四
間
―
実
際
も
数
メ
ー
ト

ル
。『
風
土
記
』
の
十
丈
（
三
十
米
）
は
、
現
在
の
尺
貫
法
と
違
う
に
し
て
も
大
き
す
ぎ
る
。　

広
サ
二
間
乃
至
八
間
―
広
さ
は
幅
の
こ

と
。
こ
れ
も
実
際
と
同
等
。
狭
い
と
こ
ろ
は
船
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
危
険
。
真
ん
中
あ
た
り
に
大
き
な
空
間
が
あ
る
。　

長
サ
凡
ソ
二
町

許
リ
―
「
凡
そ
」
は
「
す
べ
て
で
」
の
意
。
全
長
。
実
際
、
東
西
間
は
約
二
百
米
。　

一
洞
ア
リ
テ
北
ニ
向
フ
―
『
風
土
記
』
に
あ
る
よ

う
に
、
東
西
北
の
入
り
口
が
あ
る
。　

抑
―
発
語
の
辞
。
話
題
転
換
し
て
、
新
し
い
段
落
を
始
め
る
。　

此
窟
ヤ
―
「
ヤ
」
は
漢
文
に
お

け
る
、
主
題
提
示
、
強
調
の
助
詞
「
也
」
の
訓
読
か
と
も
考
え
た
が
、「
こ
の
い
わ
や
や
」
は
口
調
が
悪
い
。「
い
わ
や
」
の
送
り
仮
名
で

あ
ろ
う
。「
い
わ
や
」
は
、
岩
壁
に
で
き
た
洞
穴
で
、
古
代
人
に
と
っ
て
は
、
住
居
（
屋
）
に
な
り
え
た
。「
岩
屋
」
と
も
書
く
。　

太
古

―
神
代
と
同
じ
く
、
神
々
が
い
た
人
知
で
は
計
り
知
れ
な
い
時
代
。　
　

支
佐
加
比
比
売
命
―
『
古
事
記
』
の
𧏛
貝
比
売
（
き
さ
か
い
ひ

め
）
に
あ
た
る
女
神
。
赤
貝
が
神
格
化
し
た
も
の
。
赤
貝
の
貝
殻
に
縦
筋
が
「
き
ざ
」
ま
れ
て
い
て
、「
ぎ
ざ
ぎ
ざ
」
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
こ
の
名
前
に
は
異
同
が
あ
り
、『
風
土
記
』
の
原
文
で
は
、「
枳
佐
加
比
売
（
キ
サ
カ
ヒ
メ
）
命
」
等
と
な
っ
て
い

る
テ
キ
ス
ト
が
多
い
。
伝
承
の
不
確
か
さ
を
物
語
る
。
こ
の
項
及
び
門
脇
重
綾
は
、『
古
事
記
』
に
合
わ
せ
て
、「
支
佐
加
比
比
売
命
」
が

本
来
の
形
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
古
事
記
で
は
、
た
く
さ
ん
の
兄
神
（
八
十
神
）
に
妬
ま
れ
た
大
国
主
命
が
、
猪
だ
と
嘘
を
い
わ
れ

て
、
山
上
よ
り
転
が
し
た
焼
け
る
岩
を
抱
き
止
め
て
焼
け
死
ん
だ
と
こ
ろ
へ
、
神
産
巣
日
之
命
（
造
化
三
神
の
一
）
の
命
令
に
よ
っ
て
、

キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
と
ウ
ム
ギ
ヒ
メ
が
派
遣
さ
れ
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
が
「
刮
（
き
さ
）
げ
集
め
」、
ウ
ム
ギ
ヒ
メ
が
「
持
ち
承
け
て
、
母
の
乳

汁
を
塗
り
」、
治
療
す
る
と
大
国
主
命
は
蘇
生
し
た
と
あ
る
。『
風
土
記
』
で
は
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
は
、
神
魂
命
の
御
子
神
で
、
加
賀
の
神

埼
で
佐
太
大
神
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
古
事
記
』
と
『
風
土
記
』
の
内
容
の
違
い
は
も
と
よ
り
、『
風
土
記
』
内
部
で
も
い
ろ

い
ろ
不
明
点
、
矛
盾
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
逆
に
歌
人
達
の
想
像
力
を
刺
激
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。　

佐
太
大
神
―
『
風
土
記
』
に
の
み

登
場
。
現
佐
太
神
社
（
松
江
市
）
の
主
神
。
律
令
制
が
定
ま
る
前
に
大
き
な
狭
田
国
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
信
仰
対

象
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
出
自
に
不
明
部
分
が
あ
り
、
そ
の
不
可
思
議
さ
を
歌
人
達
は
創
作
に
た
く
み
に
活
か
し
て
い
る
。『
古
事

記
』
の
猿
田
彦
神
に
比
定
す
る
説
が
あ
っ
た
。「
さ
だ
」
と
濁
っ
て
読
む
の
が
一
般
的
。　

啻
北
方
ノ
一
洞
ア
リ
テ
―
『
風
土
記
』
に
は

五

訳
注
出
雲
名
勝
摘
要
（
五
）



明
言
し
て
い
な
い
が
、
東
西
北
に
入
り
口
が
あ
っ
て
、「
射
通
し
」
た
と
い
う
の
で
東
西
方
向
に
穴
が
あ
い
た
、
だ
か
ら
、
最
初
に
あ
っ

た
の
は
、
北
の
入
り
口
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
洞
窟
の
内
部
か
ら
、
矢
を
射
た
の
な
ら
、
一
回
で
東
西
を
射
通
す
こ
と
は
不
可

能
。
重
綾
及
び
歌
人
達
は
、
こ
の
あ
た
り
の
議
論
、
憶
測
、
不
可
思
議
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。　

黯
々
焉
―『
風
土
記
』
の
「
闇

鬱
窟
哉
」
に
当
た
る
部
分
を
漢
文
調
に
し
た
表
現
。
陳
琳
・
遊
覧
其
一
「
蕭
蕭
山
谷
風
、
黯
黯
天
路
陰
」。「
黯
」「
暗
」「
闇
」
は
、
同
音

で
通
用
す
る
。「
黯
黯
然
」
は
、
近
世
の
中
国
語
に
あ
る
よ
う
だ
が
、「
黯
黯
焉
」
は
用
例
を
見
な
い
。　

神
之
レ
ヲ
厭
ヘ
―
「
厭
ヒ
」
と

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
こ
れ
も
イ
段
と
エ
段
の
混
乱
。　

金
弓
ヲ
ト
リ
―
「
風
土
記
」
の
加
賀
郷
の
条
（
後
補
部
分
）
に
よ
る
。
加
賀
神
崎

の
条
に
「
角
弓
箭
」
を
捨
て
て
、「
金
弓
箭
」
を
と
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
黄
金
で
は
な
く
、
金
属
製
（
鉄
製
？
）
の
弓
箭
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
が
、
後
述
の
如
く
、
歌
人
た
ち
は
想
像
力
を
た
く
ま
し
く
し
て
い
る
。　

一
射
シ
テ
西
ヨ
リ
東
ニ
通
ス
―
洞
窟
内
部
か
ら
矢
を
射
た

の
な
ら
、
本
当
は
一
た
び
射
て
東
西
貫
く
の
は
お
か
し
い
。『
風
土
記
』
は
一
射
と
は
い
わ
な
い
。
一
気
に
貫
く
と
い
う
よ
う
な
語
感
で

用
い
て
い
る
か
。
西
の
入
り
口
の
先
に
は
、
真
ん
中
に
丸
い
穴
が
空
い
た
的
島
が
あ
っ
て
、
こ
の
際
飛
ん
で
き
た
矢
が
さ
ら
に
こ
の
島
を

貫
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。　

為
メ
ニ
耀
ク
―
「
為
メ
ニ
」
は
「
こ
れ
が
原
因
で
」
の
意
。「
輝
く
」
は
古
く
、「
カ
カ
ヤ
ク
」
と
清
ん

で
読
ん
だ
。
だ
か
ら
、『
風
土
記
』
に
言
う
よ
う
に
、「
加
賀
（
カ
カ
）」
の
呼
称
が
生
ま
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
序
で
は
、
そ
こ
に
関
心
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
弓
が
輝
い
た
の
か
、
矢
が
輝
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
洞
窟
に
外
光
が
入
っ
た
の
を
輝
く
と
い
っ
た
の

か
。
は
な
は
だ
不
審
だ
が
、
門
脇
重
綾
は
矢
を
投
げ
て
、
壁
が
破
ら
れ
て
（
外
光
）
に
よ
り
輝
い
た
と
考
え
、
島
根
の
歌
人
達
は
、
弓
自

体
が
輝
き
、
そ
れ
で
、
洞
窟
も
輝
い
た
と
い
う
。
説
の
齟
齬
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。　

是
レ
即
チ
今
ノ
東
西
両

門
ナ
リ
―
「
是
即
」
は
「
こ
れ
こ
そ
が
」
と
強
調
す
る
措
辞
。　

社
―
『
風
土
記
』
記
載
の
「
加
賀
社
」
の
こ
と
。『
延
喜
式
』
に
も
記

載
。
も
と
も
と
は
潜
戸
の
中
に
、
神
社
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
海
水
に
流
さ
れ
、
移
転
し
た
と
い
う
。
そ
の
年
代
、
経
緯
は
不
明
。
現

在
は
、
加
賀
神
社
と
し
て
、
神
崎
の
み
さ
き
の
根
元
、
島
根
支
所
の
向
か
い
字
向
田
に
あ
り
、
枳
佐
加
比
売
命
を
主
祭
神
と
し
、
伊
弉
諾

尊
、
伊
弉
冊
尊
、
天
照
大
神
、
猿
田
彦
命
を
配
神
と
し
て
い
る
。
潜
戸
の
中
に
は
、
神
社
跡
と
し
て
、
小
さ
な
鳥
居
が
置
か
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
、「
潜
戸
大
明
神
」
と
称
し
た
ら
し
い
（『
雲
陽
誌
』、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

島
根
県
』）。
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門か
ど

脇わ
き

重し
げ

綾あ
や

出い
ず
も雲
の
や　

加か

賀か

の
み
嵜さ
き

の　

奇く
す

し
き
や　

く
き
と
の
み
戸と

は　

常と
こ

暗や
み

に　

闇く
ら

き
岩い
わ

屋や

と　

麻ま

須す

羅ら

神が
み　

投な
げ

矢や

射い

放は
な

ち　

其そ
の

岩い
わ

を　

通と
お

し
ま
し
き
と　

茜あ
か
ね

刺さ
す　

東ひ
が
し

門ど

よ
り　

西に
し

門ど

に
し　

い
行い
き

む
か
へえ

はば　

そ
と
も
な
る　

北き
た

の
大お
お

門と

そ　

は
しじ

め
よ
り　

然し
か

あ
り
け
ら
し　

大お
お

海う
な

原ば
ら　

八や

重え

折お

る
波な
み

は　

雲く
も

井い

な
す　

澳お
き

に
ひ
ろ
こご

り　

壁か
べ

立た

て
る　

岩い
わ

穂お

に
く
ただ

け　

う
つ
ら
な
る　

此こ
の

窟い
わ
や

戸ど

も　

た
だゝ

ゆ
り
に　

ゆ
り
か
く
や
す
と　

お
も
ふう

ま
てで　

聞き
き

の
か
し
こ
く　

現う
つ
つに
し　

見み

の
あ
や
し
く　

千ち

早は
や

振ふ
る　

神か
み

の
み
あ
と
と　

語か
た
り

継つ

きぎ　

い
い
つ
く

な
へえ

に　

出い
ず
も雲

人び
と

の　

吾わ
れ

に
か
た
ら
く　

つ
ら
〱つ
ら

に　

い
に
し
へえ

お
も
へえ

はば　

天あ
め

な
る
や　

吉き

佐さ

貝か
い

比ひ

咩め

の　

大お
お

名な

持も
ち　

神か
み

の
み
こ
と

の　

現う
つ
し

身み

を　

ひ
た
し
い
か
す
と　

け
ただ

し
く
も　

こ
こゝ

に
来き

ま
し
て　

八や

十そ

神が
み

を　

避さ
け

て
ま
し
け
ん　

あ
と
どゝ

こ
ろ　

か
く
こ
そ
あ

れ
と　

つ
はば

ら
か
に　

か
た
る
を
き
け
はば　

う
へべ

し
こ
そ　

八や

洲し
ま

の
国く
に

の　

国く
ぬ
ち中

と
も　

お
も
ほお

え
な
く
も　

現う
つ
し

世よ

に　

こ
こゝ

ただ

さ
か

り
て　

あ
や
し
く
も　

神か
む

さ
ひび

た
て
れ　

是こ
れ

の
神か
ん

崎ざ
き

く
き
と
よ
り　

吾わ
が

漕こ
ぎ

来く

れ
はば　

ま
か
み
ふ
る　

妹い
も

かが

櫛く
し

島じ
ま　

波な
み

の
ま
に
み
ゆ

【
訳
】
あ
あ
、
こ
の
出
雲
の
、
加
賀
の
岬
の
、
霊
妙
あ
ら
か
た
な
、
潜
戸
の
洞
穴
は
、
永
遠
の
闇
に
包
ま
れ
た
、
真
っ
暗
な
洞
窟
だ
な
あ

と
、
立
派
な
神
で
あ
る
佐
田
大
神
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
矢
を
手
で
お
投
げ
に
な
り
、
そ
の
岩
を
突
き
破
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
今
、
東
の
入
り
口
か
ら
、
西
の
入
り
口
に
向
か
っ
て
舟
を
こ
い
で
い
く
と
、
外
の
方
の
北
の
大
き
な
入
り
口
は
、
神
が
生
ま
れ
る

前
か
ら
、
こ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
大
海
の
、
幾
重
に
も
重
な
る
波
が
、
雲
が
も
く
も
く
と
た
っ
て
い
る
遠
い
沖
に
広
が

り
、
壁
の
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
大
岩
に
ぶ
つ
か
っ
て
砕
け
、
空
っ
ぽ
の
こ
の
洞
窟
の
入
り
口
も
、
ひ
た
す
ら
、
ゆ
れ
に
ゆ
れ
続
け
て
崩
れ

落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
思
う
ほ
ど
に
、
そ
の
轟
音
は
聞
い
て
恐
ろ
し
く
、
現
実
世
界
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
見
て

不
思
議
な
気
が
す
る
が
、（
ち
は
や
ぶ
る
）
偉
大
な
佐
田
大
神
の
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ご
遺
跡
だ
と
、
代
々
語
り
継
ぎ
、
言
い
継
い
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
方
、
地
元
出
雲
の
人
が
私
に
こ
う
教
え
て
く
れ
た
。
あ
れ
こ
れ
じ
っ
く
り
と
、
昔
の
こ
と
に
思
い
を
致
し
て
み
る
と
、
天

の
神
で
あ
る
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
の
神
が
、
オ
オ
ナ
モ
チ
（
大
国
主
命
）
の
神
の
、
お
体
を
水
に
浸
し
て
、
生
き
返
ら
せ
よ
う
と
し
て
、
お

そ
ら
く
は
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
悪
い
兄
弟
の
た
く
さ
ん
の
神
を
避
け
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
そ
の
あ
と
が
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
だ
と
、
そ
う
く
わ
し
く
語
る
の
を
聞
く
と
、
な
る
ほ
ど
、
わ
が
や
し
ま
の
日
本
国
の
中
の
こ
と
と
は
思
え
な
い
、
現
世
に
も
の
す
ご
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く
離
れ
た
こ
の
土
地
は
、
不
思
議
で
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
満
ち
満
ち
て
い
る
こ
と
だ
、
こ
の
神
崎
は
。

（
反
歌
）
潜
戸
を
ぬ
け
て
、
私
が
船
を
こ
い
で
帰
っ
て
く
る
と
、
か
わ
い
い
女
性
が
黒
髪
を
と
く
櫛
の
よ
う
な
、
そ
ん
な
小
さ
く
て
か
わ

い
い
櫛
島
が
高
い
波
の
間
に
見
え
る
。

【
注
】
川
勝
（
門
脇
）
重
綾
―
原
文
は
川
勝
。
門
脇
の
間
違
い
な
の
で
正
す
。
一
八
二
六
か
ら
一
八
七
二
。
江
戸
時
代
後
期
の
鳥
取
藩

士
。
国
学
者
。
歌
人
。
勤
王
家
。
名
和
長
年
の
顕
彰
で
有
名
。
お
そ
ら
く
星
野
の
草
書
に
よ
る
作
者
名
メ
モ
を
刻
字
工
が
読
み
間
違
え
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
長
歌
及
び
反
歌
は
、
門
脇
重
綾
の
没
後
歌
集
『
蠖
園
集
』
に
も
掲
載
。『
蠖
園
集
』
は
明
治
十
一
年
出
版
な
の
で
、

該
当
部
分
を
そ
の
ま
ま
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
明
治
十
四
年
出
版
）
の
原
稿
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
、
仮
名
と
漢
字
の
部
分
や
送

り
仮
名
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
忠
実
に
複
製
し
た
よ
う
で
あ
る
（
但
し
変
体
仮
名
の
種
類
や
書
体
は
違
う
）。
門
脇
重
綾
は
か
な
り
名

を
知
ら
れ
た
、
勤
王
家
、
歌
人
で
、『
蠖
園
集
』
に
は
門
脇
重
綾
の
名
が
楷
書
体
で
書
か
れ
た
部
分
が
あ
り
、
川
勝
姓
は
山
陰
に
少
な
く
、

門
脇
は
山
陰
に
多
い
姓
だ
と
い
う
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
間
違
い
を
犯
し
た
の
か
、
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
摘
要
』
が
星
野
の

体
調
不
良
の
た
め
に
、
校
閲
が
行
き
届
か
ず
、
倉
卒
の
間
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。『
蠖
園
集
』
は
近
年
翻
刻
さ
れ
た
（『
蠖
園

集 : 

門
脇
重
綾
遺
稿
歌
集 : 

翻
刻
』
境
港
歴
史
楽
会　

二
〇
一
六
）。
こ
の
本
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
間
違
い
を
補
正
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
ま
た
、
同
書
付
録
の
門
脇
重
綾
年
譜
に
よ
れ
ば
、
重
綾
は
、
晩
年
近
く
、
明
治
四
年
頃
、
神
祇
省
の
役

人
と
し
て
、
出
雲
等
の
諸
神
社
へ
出
張
し
た
と
あ
り
、
こ
の
時
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
若
年
か
ら
各
地

を
旅
行
し
て
い
る
の
で
、
江
戸
末
期
に
時
代
が
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
あ
る
。　

出
雲
の
や
―
柿
本
人
麻
呂
「
石
見
の
や
高
角
山
の
木
の

間
よ
り
我
が
振
る
袖
を
妹
見
つ
ら
む
か
」
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
や
」
は
間
投
詞
。「
あ
あ
」
と
い
う
よ
う
な
感
慨
を
示
す
。
あ
の

有
名
な
、
と
か
、
こ
ん
な
に
遠
く
で
一
生
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
今
私
が
い
る
と
い
う
、
不
思
議
さ
を
強
調
す
る
。　

加

賀
の
み
嵜
の
―
み
嵜
は
岬
。
門
部
石
足
「
み
さ
き
（
三
崎
）
廻
の
荒
磯
に
寄
す
る
五
百
重
波
立
ち
て
も
居
て
も
我
が
思
へ
る
君
」、
藤
原

房
前
「
妹
が
た
め
玉
を
拾
ふ
と
紀
伊
の
国
の
由
良
の
み
さ
き
（
三
崎
）
に
こ
の
日
暮
ら
し
つ
」。「
み
」
と
翻
刻
し
た
原
字
は
、「
三
」
の

草
書
体
。
万
葉
集
で
「
三
崎
」
ま
た
は
「
三
﨑
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
倣
っ
た
表
記
。
あ
る
い
は
、
神
性
を
宿
ら
せ
る
も
の
と
し
て
み
さ

き
を
と
ら
え
、「
み
（
御
）」
を
、「
さ
き
（
海
面
に
突
き
出
た
地
形
）」
に
つ
け
た
と
解
釈
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
記
に
し
た
か
。　

奇
し

八



き
や
―
霊
妙
な
力
を
も
ち
、
神
秘
的
で
摩
訶
不
思
議
な
さ
ま
。
若
年
魚
麻
呂
「
海
神
は
く
す
し
き
も
の
か
淡
路
島
中
に
立
て
置
き
て
」。

長
田
王
「
聞
き
し
ご
と
ま
こ
と
尊
く
く
す
し
く
も
神
さ
び
を
る
か
こ
れ
の
水
島
」。　

く
き
と
の
み
戸
は
―
「
く
す
し
」、「
く
き
と
」
と

「
く
」
の
音
を
重
ね
る
。「
み
と
」
は
、
水
戸
。
水
門
。
海
水
の
出
入
り
す
る
狭
い
所
。
ま
た
、
大
河
の
海
に
は
い
る
所
。
土
佐
日
記
「
夜

な
か
ば
か
り
に
舟
を
出
だ
し
て
阿
波
の
み
と
を
渡
る
」。『
万
葉
集
』、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
み
な
と
（
水
門
）」
と
も
。

　

常
暗
に
―
柿
本
人
麻
呂
「
天
雲
を
日
の
目
も
見
せ
ず
常
闇
に
覆
ひ
賜
ひ
て
」。
中
臣
宅
守
「
逢
は
む
日
を
そ
の
日
と
知
ら
ず
常
闇
に
い

づ
れ
の
日
ま
で
我
れ
恋
ひ
居
ら
む
」。　

闇
き
岩
屋
と
―
生
石
村
主
真
人
「
大
汝
少
彦
名
の
い
ま
し
け
む
志
都
の
石
屋
は
幾
代
経
に
け

む
」。「
と
」
は
「
と
て
」、
と
思
っ
て
、
だ
と
い
う
わ
け
で
、
の
意
。
上
代
風
の
言
い
方
。　

麻
須
羅
神
―
『
風
土
記
』
に
よ
る
。「
増

す
」
に
接
尾
語
「
ら
」
の
付
い
た
語
。
神
や
男
性
の
雄
々
し
く
り
っ
ぱ
な
よ
う
す
を
い
う
語
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
神
や
男
性
。
大
伴
家

持
「
し
な
ざ
か
る
越
を
治
め
に
出
で
て
来
し
ま
す
ら
我
す
ら
」。
こ
の
麻
須
羅
神
を
佐
太
大
神
と
同
一
に
重
綾
は
み
な
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。「
麻
須
羅
神
な
る
御
子
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、「
麻
須
羅
神
の
御
子
」、
即
ち
、
ど
の
よ
う
な
神
で
あ
る
の
か
不
明
で

あ
る
が
、
麻
須
羅
神
は
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
の
夫
、
佐
太
大
神
の
実
父
に
あ
た
る
と
考
え
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
歌
に
し
た
と
き

の
格
調
の
高
さ
を
考
え
て
、
わ
ざ
と
原
文
を
離
れ
て
こ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。　

投
矢
射
放
ち
―
弓
を
使
わ
ず
、
矢
を
直
接
投

げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
風
土
記
』
で
は
、「
弓
箭
」
と
あ
る
。
万
葉
集
三
三
四
五
「
葦
辺
行
く
雁
の
翼
を
見
る
ご
と
に
君
が
帯

ば
し
し
投
矢
し
思
ほ
ゆ
」。
柿
本
人
麻
呂
「
引
き
放
つ
矢
の
繁
け
く
」。
大
伴
家
持
「
投
矢
持
ち
千
尋
射
わ
た
し
」。
投
矢
は
ま
た
「
な
ぐ

る
さ
」
と
読
ん
で
、
枕
詞 (

「
さ
」
は
矢
の
意) 

。
投
げ
た
矢
が
遠
く
ま
で
い
く
意
で
、「
遠
ざ
か
る
」
に
か
か
る
。
こ
こ
は
、
枕
詞
で
は

な
い
が
、
万
葉
調
の
語
と
し
て
、
幾
ば
く
か
意
識
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
万
葉
集
三
三
三
〇
「
な
ぐ
る
さ
（
投
左
）
の
遠
離
り
居
て

思
ふ
そ
ら
や
す
け
な
く
に
歎
く
そ
ら
や
す
け
な
く
に
」。「
投
矢
」
と
い
う
古
代
風
の
言
葉
を
使
っ
て
、
弓
矢
全
体
を
表
し
た
と
い
う
よ
う

に
、
単
純
に
考
え
る
べ
き
か
。　

そ
の
岩
を
通
し
ま
し
き
と
―
柿
本
人
麻
呂
歌
集
「
隠
り
ど
の
沢
泉
な
る
岩
が
根
も
通
し
て
ぞ
思
ふ
我
が

恋
ふ
ら
く
は
」。
こ
の
歌
で
は
、
通
し
た
の
は
矢
で
は
な
く
、
水
で
は
あ
る
が
、
意
識
は
し
た
で
あ
ろ
う
。　

茜
刺
―
日
に
か
か
る
枕
詞
。

赤
い
色
が
さ
し
て
、
美
し
く
照
り
輝
く
こ
と
か
ら
。
東
に
か
か
る
用
例
は
見
な
い
が
、「
ひ
が
し
」
の
「
ひ
」
に
か
か
る
と
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
柿
本
人
麻
呂
「
あ
か
ね
さ
す
（
茜
刺
）
日
は
照
ら
せ
れ
ど
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
の
隠
ら
く
惜
し
も
」。　

東
門
よ
り
西
門
に
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し
―
「
と
（
門
）」
は
入
り
口
。
複
合
語
な
の
で
「
ど
」
と
濁
っ
て
読
ん
だ
が
、
和
歌
と
し
て
は
「
と
」
と
清
ん
で
読
む
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。　

い
行
む
か
へ
は
―
「
い
行
く
」
の
「
い
」
は
接
頭
語
で
、「
行
く
」
の
万
葉
調
。
大
伴
家
持
「
沖
つ
島
い
行
き
渡
り
て
潜
く
ち

ふ
鰒
玉
も
が
包
み
て
遣
ら
む
」。
万
葉
集
七
九
「
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
の
佐
保
川
に
い
行
き
至
り
て
」。
厳
密
に
は
「
ゆ
く
」
は
単
な
る

移
動
、「
向
か
う
」
は
そ
の
方
向
に
向
か
う
。
移
動
し
て
（
西
門
に
）
向
か
う
と
い
う
複
合
動
詞
。
万
葉
集
三
三
二
四
「
行
き
向
ふ
年
の

緒
長
く
」。　

そ
と
も
な
る
―
「
そ
と
も
」
は
外
面
。「
背 (

そ) 

つ
面 (

お
も) 

」
の
音
変
化
。
従
っ
て
、
後
の
方
を
本
来
指
す
。
こ
こ
で
は

東
西
方
向
を
外
れ
た
方
向
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
で
は
、
日
の
当
た
ら
な
い
、
山
の
背
に
な
る
、
北
方
地
域
の
こ
と
を
「
そ
と
も
」
と
い

う
こ
と
も
意
識
す
る
か
。『
風
土
記
』
に
も
「
北
門
佐
伎
之
國
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
柿
本
人
麻
呂
「
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
き
こ

し
め
す
そ
と
も
（
背
面
）
の
国
の
真
木
立
つ
不
破
山
超
え
て
」。「
な
る
」
は
「
に
あ
る
」、
存
在
を
示
す
。　

北
の
大
門
そ
―
『
蠖
園
集
』

で
は
、「
北
の
大
門
は
」
に
作
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
大
門
と
言
え
ば
、
柿
本
人
麻
呂
「
燈
火
の
明
石
大
門
に
入
ら
む
日

や
漕
ぎ
別
れ
な
む
家
の
あ
た
り
見
ず
」。
た
だ
し
海
峡
の
意
味
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
水
の
行
き
来
す
る
（
相
対
的
に
）
狭
く
な
っ

た
部
分
。
普
通
は
「
お
お
と
」
と
清
ん
で
読
む
よ
う
で
あ
る
。「
そ
」
は
係
助
詞
。
奈
良
時
代
は
清
ん
で
読
ん
だ
場
合
が
多
い
よ
う
だ
が
、

重
綾
自
身
が
ど
う
読
ん
で
い
た
か
は
不
明
。　

は
し
め
よ
り
―
当
初
か
ら
。
東
西
の
門
が
で
き
る
前
か
ら
。
大
伴
坂
上
郎
女
「
初
め
よ
り

長
く
言
ひ
つ
つ
頼
め
ず
は
か
か
る
思
ひ
に
逢
は
ま
し
も
の
か
」。　

然
あ
り
け
ら
し
―
田
辺
福
麻
呂
歌
集
「
は
し
け
や
し
か
く
あ
り
け
る

か
（
如
此
在
家
留
可
）」　

大
海
原
―
「
お
ほ
み
ば
ら
」、「
わ
た
の
は
ら
」
等
の
読
み
（
五
字
）
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
表
記

の
例
は
な
い
の
で
、
普
通
に
「
お
ほ
う
な
ば
ら
」
で
、
字
余
り
（
あ
る
い
は
五
モ
ー
ラ
で
読
ん
だ
か
）
と
考
え
る
。
舒
明
天
皇
「
国
原
は

煙
立
ち
立
つ
海
原
は
鴎
立
ち
立
つ
」。「
う
な
ば
ら
」
は
「
う
み
は
ら
」
の
転
。
上
代
で
は
清
ん
で
「
う
な
は
ら
」
と
読
ん
で
い
た
が
、
重

綾
（
及
び
読
者
）
の
読
み
は
不
明
。
柿
本
人
麻
呂
「
大
船
に
真
楫
し
じ
貫
き
海
原
（
宇
奈
波
良
）
を
漕
ぎ
出
て
渡
る
月
人
壮
士
」。「
大
海

原
」
の
用
例
は
少
な
い
が
、
山
部
赤
人
「
印
南
野
の
大
海
の
原
の
荒
栲
の
藤
井
の
浦
に
鮪
釣
る
と
」。
土
御
門
院
「
楫
を
た
え
大
海
の
原

に
行
舟
の
跡
は
か
も
な
き
世
を
い
か
に
せ
ん
」。
ま
た
、
万
葉
集
一
〇
八
九
「
大
海
は
島
も
あ
ら
な
く
に
海
原
や
た
ゆ
た
ふ
波
に
た
て
る

白
雲
」
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。　

八
重
折
る
波
は
―
八
は
上
古
で
は
、
大
き
な
数
を
示
す
。
何
重
に
も
折
り
た
た
ま
れ
た
よ
う
な
波
。

次
々
と
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
感
じ
。
万
葉
集
一
一
六
八
「
今
日
も
か
も
沖
つ
玉
藻
は
白
波
の
八
重
折
る
が
上
に
乱
れ
て
あ
る
ら
む
」。　

一
〇



雲
井
な
す
―
雲
が
出
来
て
、
か
か
っ
て
い
る
状
態
。
遠
景
の
描
写
。
枕
詞
と
し
て
は
、「
遠
く
」
に
か
か
る
。
長
田
王
「
隼
人
の
薩
摩
の

瀬
戸
を
雲
居
な
す
遠
く
も
我
れ
は
今
日
見
つ
る
か
も
」。
ま
た
、
雲
の
よ
う
に
揺
れ
動
く
心
の
意
か
ら
、「
心
」
に
か
か
る
枕
詞
で
、
こ
こ

で
は
関
係
な
い
が
、
荒
ぶ
る
大
海
を
目
に
し
た
不
安
な
気
持
ち
に
相
通
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。
大
伴
池
主
「
雲
居
な
す
心
も
し
の
に
立
つ

霧
の
思
ひ
過
ぐ
さ
ず
」。　

澳
に
ひ
ろ
こ
り
―
「
澳
」、「
奥
」、「
沖
」
は
、
漢
字
の
本
来
の
意
味
を
離
れ
て
、「
お
き
」
の
当
て
字
と
し
て

用
い
ら
れ
る
。
山
上
憶
良
「
海
原
の
辺
に
も
お
き
（
奥
）
に
も
」。「
ひ
ろ
ご
り
」
は
、
広
く
な
る
。
広
が
る
。
広
ま
る
。
枕
草
子
「
朴
に

紫
の
紙
は
り
た
る
扇
、
ひ
ろ
ご
り
な
が
ら
あ
る
」。
歌
語
と
し
て
は
用
い
な
い
よ
う
だ
が
、
上
古
的
な
雰
囲
気
を
も
つ
言
葉
と
考
え
た
の

で
あ
ろ
う
。　

壁
立
て
る
―
壁
の
よ
う
に
た
っ
て
い
る
。
橘
曙
覧
「
壁
立
て
る
い
は
ほ
と
ほ
り
て
天
地
に
と
ど
ろ
き
わ
た
る
瀧
の
音
か

な
」。　

岩
穂
に
く
た
け
―
「
い
は
ほ
」
は
巨
大
な
岩
。
丹
生
王
「
お
よ
づ
れ
の
た
は
こ
と
と
か
も
高
山
の
い
は
ほ
（
石
穂
）
の
上
に
君

が
臥
や
せ
る
」。
万
葉
集
二
七
一
六
「
高
山
ゆ
出
で
来
る
水
の
岩
に
触
れ
砕
け
て
ぞ
思
ふ
妹
に
逢
は
ぬ
夜
は
」。　

う
つ
ら
な
る
―
中
身
が

な
く
空
っ
ぽ
の
こ
と
。「
う
つ
ろ
」
と
同
じ
。
和
英
語
林
集
成
「
ク
リ
ノ
ミ
ガ
ウ
ツ
ラ
に
ナ
ッ
タ
」（『
日
国
』）。『
蠖
園
集
』
も
「
う
つ
ら
」

に
作
る
。
重
綾
は
、
上
古
語
と
考
え
た
か
。
実
際
は
「
う
つ
ら
」
は
、
古
語
で
は
、「
は
っ
き
り
と
」「
ま
ざ
ま
ざ
と
」
の
意
で
用
い
ら
れ

る
。　

此
窟
戸
も
―
序
の
注
で
述
べ
た
よ
う
に
。
洞
窟
の
門
の
こ
と
。
博
通
法
師
「
石
室
戸
に
立
て
る
松
の
木
汝
を
見
れ
ば
昔
の
人
を
相

見
る
ご
と
し
」。　

た
ゝ
ゆ
り
に
ゆ
り
か
く
や
す
と
―
「
ゆ
る
」
は
古
く
は
四
段
活
用
で
、「
ゆ
り
」
は
連
用
形
。「
た
だ
」
の
あ
と
に
動

詞
の
連
用
形
を
繰
り
返
す
の
は
、
和
歌
の
措
辞
と
し
て
は
見
な
い
が
、
物
語
の
常
套
。『
伊
勢
物
語
』「
せ
む
か
た
も
な
く
て
た
だ
泣
き
に

泣
き
け
り
」。
物
語
性
の
あ
る
長
歌
と
し
て
、
通
俗
的
な
言
葉
遣
い
を
愛
し
た
か
。「
く
や
す
」
は
難
解
だ
が
、「
崩
す
」
の
意
の
上
古
語

「
く
や
す
」。
日
本
書
紀
・
仁
徳
紀
「
み
か
し
ほ
播
磨
速
待
い
は
く
や
す
か
し
こ
く
と
も
吾
養
は
む
」。
た
だ
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
「
く

だ
す
」
に
作
る
し
、
文
意
も
不
明
。
同
意
の
語
に
「
く
え
る
（
く
ゆ
）」
が
あ
る
。
万
葉
集
六
八
七
「
早
川
の
塞
き
に
塞
く
と
も
な
ほ
や

く
え
な
む
」。『
日
葡
辞
書
』
に
も
、「
く
や
す
」
は
「
大
き
な
塊
な
ど
を
く
だ
く
」
意
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
日
国
』）。「
か
」
は
、

複
合
動
詞
「
ゆ
り
く
や
す
」
の
間
に
い
れ
て
疑
問
を
表
し
て
い
る
。　

お
も
ふ
ま
て
―
柿
本
人
麻
呂
「
み
雪
降
る
冬
の
林
に
つ
む
じ
か
も

い
巻
き
渡
る
と
思
ふ
ま
で
聞
き
の
畏
く
引
き
放
つ
矢
の
繁
け
く
」。　

聞
の
か
し
こ
く
―
連
用
形
を
用
い
て
「
聞
く
」
を
名
詞
化
し
た
言

い
方
。
前
の
注
の
柿
本
人
麻
呂
の
歌
に
も
出
て
く
る
。
聞
く
こ
と
す
ら
恐
れ
多
い
。　

現
に
し
―
夢
で
は
な
い
現
実
世
界
で
。「
し
」
は
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強
調
の
副
助
詞
。
大
伴
家
持
「
敷
栲
の
袖
返
し
つ
つ
寝
る
夜
お
ち
ず
夢
に
は
見
れ
ど
う
つ
つ
に
し
直
に
あ
ら
ね
ば
恋
し
け
く
千
重
に
積
も

り
ぬ
」。　

見
の
あ
や
し
く
―
「
見
る
」
の
連
用
形
を
名
詞
化
し
た
も
の
と
し
て
用
い
る
。
大
伴
家
持
「
山
見
れ
ば
見
の
羨
し
く
川
見
れ

ば
見
の
さ
や
け
く
」。　

千
早
振
―
神
の
枕
詞
。
勢
い
激
し
く
ふ
る
ま
う
、
強
暴
で
あ
る
の
意
の
「
ち
は
や
ぶ
」
の
連
体
形
。
想
像
を
絶

し
た
荒
ぶ
る
神
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
柿
本
人
麻
呂
「
ち
は
や
ぶ
る
人
を
和
（
や
わ
）
せ
と
奉
ろ
は
ぬ
国

を
治
め
と
」。
柿
本
人
麻
呂
歌
集
「
ち
は
や
ぶ
る
（
千
早
振
）
神
の
持
た
せ
る
命
を
ば
誰
が
た
め
に
か
も
長
く
欲
り
せ
む
」。
在
原
業
平
「
ち

は
や
ぶ
る
神
代
も
聞
か
ず
竜
田
川
唐
紅
に
水
く
く
る
と
は
」。　

神
の
み
あ
と
と
―
万
葉
集
一
九
六
六
「
風
に
散
る
花
橘
を
袖
に
受
け
て

君
が
み
跡
と
偲
ひ
つ
る
か
も
」。　

語
継
き
い
い
つ
く
な
へ
に
―
山
部
赤
人
「
語
り
継
ぎ
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
富
士
の
高
嶺
は
」。「
な
へ
に
」

は
、・
・
・
と
と
も
に
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
に
。
語
源
説
に
は
、「
な
る
上
に
」、「
並
め
て
」
等
が
あ
る
。
上
古
調
の
措
辞
。
柿
本
人
麻

呂
「
黄
葉
の
散
り
ゆ
く
な
へ
に
玉
梓
の
使
を
見
れ
ば
逢
ひ
し
日
思
ほ
ゆ
」。　

出
雲
人
の
―
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
柿
本
人
麻
呂
に
、

溺
死
し
た
「
出
雲
娘
子
」
を
弔
う
歌
が
二
首
あ
る
。「
山
の
際
ゆ
出
雲
の
子
ら
は
霧
な
れ
や
吉
野
の
山
の
嶺
に
た
な
び
く
」、「
八
雲
さ
す

出
雲
の
子
ら
が
黒
髪
は
吉
野
の
川
の
沖
に
な
づ
さ
ふ
」。　

吾
に
か
た
ら
く
―
笠
金
村
「
立
ち
留
ま
り
吾
に
語
ら
く
」。
大
伴
家
持
「
玉
桙

の
道
来
る
人
の
伝
て
言
に
吾
に
語
ら
く
」。 
つ
ら
〱
に
―
よ
く
よ
く
。
つ
く
づ
く
。
坂
門
人
足
「
巨
勢
山
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見

つ
つ
偲
は
な
巨
勢
の
春
野
を
」。　

い
に
し
へ
お
も
へ
は
―
遺
跡
を
前
に
し
て
、
い
に
し
え
を
思
う
の
は
、
万
葉
集
の
常
套
。
山
部
赤
人

「
見
る
ご
と
に
音
の
み
し
泣
か
ゆ
い
に
し
へ
思
へ
ば
」。　

天
な
る
や
―
天
上
世
界
に
い
る
。「
や
」
は
詠
嘆
。
国
つ
神
に
対
し
て
、
天
つ

神
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。「
天
な
る
や
月
日
の
ご
と
く
我
が
思
へ
る
君
が
日
に
異
に
老
ゆ
ら
く
惜
し
も
」。
古
く
は
「
天
」
は
「
あ
め
」
と

読
ん
だ
。　

吉
佐
貝
比
咩
の
―
こ
の
表
記
は
何
の
書
に
よ
る
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
要
す
る
に
「
キ
サ
カ
イ
（
ヒ
）
ヒ
メ
」。　

大
名
持
神
の

み
こ
と
の
―
「
大
名
持
」
は
大
国
主
命
の
一
名
。『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
で
は
、「
大
己
貴
」
と
表
記
。『
万
葉
集
』
で
は
、「
大
汝
」。

『
三
代
実
録
』『
延
喜
式
』
に
至
っ
て
、「
大
名
持
」
の
表
記
が
現
れ
る
。　

現
身
を
―
「
う
つ
し
み
」
は
、
近
世
の
国
学
者
が
、
上
代
語

の
「
う
つ
し
お
み
」「
う
つ
そ
み
」「
う
つ
せ
み
」
の
原
義
を
「
顕
し
き
身
」
と
解
釈
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
語
。
現
世
の
人
の
身
（『
日

国
』）。
要
す
る
に
魂
で
は
な
く
て
、
肉
体
。
重
綾
も
国
学
者
と
し
て
、「
う
つ
し
み
」
と
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
上
代
語
な
ら
ば
、「
う
つ

せ
み
」
と
読
む
べ
き
と
こ
ろ
。　

ひ
た
し
い
か
す
と
―
古
事
記
「
乃
ち
𧏛
貝
比
賣
と
蛤
貝
比
賣
を
遣
し
て
作
り
活
か
し
め
き
。
爾
く
し
て
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𧏛
貝
比
賣
、
き
さ
げ
集
め
て
、
蛤
貝
比
賣
、
待
ち
承
け
て
、
母
（
お
も
）
の
乳
汁
（
ち
じ
る
）
と
塗
り
し
か
ば
、
麗
し
き
壯
夫
（
お
と
こ
）

と
成
り
て
出
で
遊
び
行
き
き
」
を
も
と
と
す
る
で
あ
ろ
う
。「
ひ
た
す
」
は
、
乳
汁
を
塗
る
こ
と
を
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
海
水
に

浸
す
療
法
（
潮
湯
治
）
か
も
し
れ
な
い
。
因
幡
の
白
兎
神
話
を
意
識
す
る
か
。
古
事
記
で
は
、
八
十
神
は
兎
に
「
此
の
海
鹽
を
浴
（
あ
）」

む
こ
と
を
勧
め
（
結
果
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
が
）、
大
国
主
命
は
「
水
を
以
ち
て
汝
が
身
を
洗
」
う
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。「
と
」
は
、

「
と
て
」。　

け
た
し
く
も
―
「
け
だ
し
」「
け
だ
し
く
」「
け
だ
し
く
も
」
は
推
量
の
意
を
あ
ら
わ
す
副
詞
。
も
し
か
す
る
と
。
あ
る
い

は
。
お
そ
ら
く
。「
む
」「
ら
む
」「
け
む
」「
べ
し
」
な
ど
の
推
量
の
助
動
詞
で
受
け
る
。
万
葉
集
二
九
二
九
「
な
ぞ
鹿
の
わ
び
鳴
き
す
な

る
け
だ
し
く
も
秋
野
の
萩
や
繁
く
散
る
ら
む
」。　

こ
ゝ
に
来
ま
し
て
―
「
こ
こ
」
は
、
他
で
も
な
い
こ
こ
、
眼
前
の
風
景
に
そ
ん
な
過

去
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
驚
き
、
そ
ん
な
こ
こ
に
自
分
が
今
い
る
神
秘
に
打
た
れ
る
感
覚
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
万
葉
集
一
〇
七
八
「
こ

の
月
の
こ
こ
に
来
た
れ
ば
今
と
か
も
妹
が
出
で
立
ち
待
ち
つ
つ
あ
る
ら
む
」。「
ま
す
」
は
、
上
古
に
お
い
て
は
尊
敬
の
助
動
詞
。
坂
上

郎
女
「
問
ひ
放
く
る
う
が
ら
は
ら
か
ら
な
き
国
に
渡
り
来
ま
し
て
」。　

八
十
神
を
―
八
十
は
多
く
の
数
を
指
す
。
大
国
主
命
を
い
じ
め

殺
し
た
兄
達
。
古
事
記
「
故
、
此
の
大
國
主
の
神
の
兄
弟
は
八
十
神
坐
し
き
」。　

避
て
ま
し
け
ん
―
『
古
事
記
』
に
は
、
大
国
主
命
が

八
十
神
を
避
け
て
諸
方
に
隠
れ
る
描
写
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
し
て
、
結
局
は
八
十
神
の
方
が
、
大
国
主
命
を
避
け
る
こ
と
に
な
る
。
古

事
記
「
故
、
此
の
大
國
主
の
神
の
兄
弟
は
八
十
神
坐
し
き
。
然
れ
ど
も
皆
國
を
大
國
主
の
神
に
避
（
や
）
り
き
」。　

あ
と
ゝ
こ
ろ
―
本

来
は
、
足
で
踏
ん
だ
と
こ
ろ
。
足
跡
。
見
る
影
も
な
く
変
わ
っ
た
遺
跡
を
し
ば
し
ば
指
す
。
万
葉
集
一
二
六
七
「
も
も
し
き
の
大
宮
人
の

踏
み
し
跡
と
こ
ろ
沖
つ
波
来
寄
ら
ず
あ
り
せ
ば
失
せ
ず
あ
ら
ま
し
を
」。　

か
く
こ
そ
あ
れ
と
―
長
意
吉
麻
呂
「
蓮
葉
は
か
く
こ
そ
あ
る

も
の
意
吉
麻
呂
が
家
な
る
も
の
は
芋
の
葉
に
あ
ら
し
」。
紀
貫
之
「
世
中
は
か
く
こ
そ
有
け
れ
吹
風
の
め
に
見
ぬ
人
も
恋
し
か
り
け
り
」。　

つ
は
ら
か
に
―
「
つ
ば
ら
」
よ
り
派
生
。
く
わ
し
く
。
す
み
ず
み
ま
で
残
ら
ず
十
分
に
。
つ
ま
び
ら
か
に
。
額
田
王
「
つ
ば
ら
に
も
見
つ

つ
行
か
む
を
」。
大
伴
家
持
「
奥
山
の
八
つ
峰
の
椿
つ
ば
ら
か
に
今
日
は
暮
ら
さ
ね
ま
す
ら
を
の
伴
」。　

か
た
る
を
き
け
は
―
歌
語
と
し

て
は
、
古
い
用
例
を
見
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
に
し
ば
し
ば
見
え
る
表
現
。
須
磨
「
京
の
人
の
語
る
を
聞
け
ば
」。
物
語
の
常
套
語
を
、

長
歌
に
利
用
。「
か
た
ら
く
」
と
先
述
し
て
、
会
話
を
引
用
し
た
後
、「
と
か
た
る
を
き
け
ば
」
と
語
を
重
複
し
て
呼
応
す
る
の
は
、
古
代

風
。　

う
へ
し
こ
そ
―「
う
べ
（
む
べ
）」
よ
り
派
生
。「
し
」
は
強
意
の
副
助
詞
。
な
る
ほ
ど
ま
あ
。
い
か
に
も
。
も
っ
と
も
。
笠
金
村
「
こ
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こ
見
れ
ば
う
べ
し
神
代
ゆ
始
め
け
ら
し
も
」、
大
伴
家
持
「
夜
く
た
ち
て
鳴
く
川
千
鳥
う
べ
し
こ
そ
昔
の
人
も
偲
ひ
来
に
け
れ
」。　

八
洲

の
国
の
―
「
八
洲
」
は
、
多
く
の
島
の
あ
る
国
の
意
。
日
本
の
国
の
美
称
。
大
八
洲 (

お
お
や
し
ま) 

。
古
事
記
「
八
千
矛
の
神
の
命
は
八

島
国
妻
ま
き
か
ね
て
」（
大
国
主
命
の
歌
）。　

国
中
と
も
―
「
く
ぬ
ち
」
は
「
く
に
う
ち
」
の
音
変
化
。
山
上
憶
良
「
悔
し
か
も
か
く
知

ら
ま
せ
ば
青
丹
よ
し
く
ぬ
ち
こ
と
ご
と
見
せ
ま
し
も
の
を
」。　

お
も
ほ
え
な
く
も
―
『
蠖
園
集
』
は
「
お
も
ほ
え
な
く
に
」
に
作
る
。

「
お
も
ほ
え
な
く
も
」
の
形
は
万
葉
集
に
用
例
を
見
な
い
。
古
今
和
歌
集
読
人
不
知
「
遠
近
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に
お
ぼ
つ
か
な
く

も
呼
子
鳥
哉
」
等
か
ら
の
類
推
で
、
刻
字
工
が
誤
っ
た
か
。「
お
も
ほ
ゆ
」
は
「
お
も
ふ
」
未
然
形
＋
自
発
の
助
動
詞
「
ゆ
」
の
転
で
、

自
然
と
思
わ
れ
る
の
意
。「
な
く
」
は
、
否
定
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
「
ぬ
」
＋
名
詞
化
す
る
接
尾
詞
「
あ
く
」。「
に
」
あ
る
い
は

「
も
」
は
逆
接
（
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
は
「
が
」
程
度
の
意
味
で
軽
く
後
に
続
け
て
い
る
）。
全
体
と
し
て
は
、
思
わ
れ
な
い
が
、
の
意
。

山
部
赤
人
「
沖
つ
島
荒
礒
の
玉
藻
潮
干
満
ち
い
隠
り
ゆ
か
ば
思
ほ
え
む
か
も
」、
万
葉
集
一
四
一
三
「
庭
つ
鳥
鶏
の
垂
り
尾
の
乱
れ
尾
の

長
き
心
も
思
ほ
え
ぬ
か
も
」。
紀
貫
之
「
色
も
な
き
心
を
人
に
そ
め
し
よ
り
う
つ
ろ
は
ん
と
は
お
も
ほ
え
な
く
に
」。　

現
世
に
―
「
う
つ

し
よ
」
と
読
む
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
教
語
「
現
世
」
の
和
訳
及
び
そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
神
道
語
で
あ
っ
て
、
歌
語
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
高
田
女
王
「
こ
の
世
に
は
（
現
世
尓
波
）
人
言
繁
し
来
む
世
に
も
（
来
世
尓
毛
）
逢
は
む
我
が
背
子
今
な
ら
ず
と
も
」
で
は
、「
こ

の
よ
」
と
読
ま
せ
、
来
世
と
対
に
し
て
、
仏
教
語
と
し
て
用
い
る
。
こ
こ
で
は
、（
太
古
の
神
話
世
界
で
は
無
く
）
現
在
の
現
実
日
常
の

世
界
と
い
う
程
度
の
意
味
。　

こ
ゝ
た
さ
か
り
て
―
「
こ
こ
だ
」
は
数
量
の
多
い
様
、
ひ
い
て
程
度
の
甚
だ
し
い
様
。
万
葉
集
一
一
八
〇

「
荒
磯
越
す
波
を
か
し
こ
み
淡
路
島
見
ず
や
過
ぎ
な
む
こ
こ
だ
近
き
を
」。「
さ
か
る
」
は
遠
く
離
れ
る
。
遠
ざ
か
る
。
万
葉
集
三
六
六
八

遣
新
羅
使
「
大
和
を
も
遠
く
離
り
て
岩
が
根
の
荒
き
島
根
に
宿
り
す
る
君
」。　

あ
や
し
く
も
―
「
あ
や
し
」
は
不
思
議
で
、
神
秘
的
な

様
を
、
驚
き
を
も
っ
て
感
嘆
し
た
こ
と
ば
。
大
伴
池
主
「
相
思
は
ず
あ
る
ら
む
君
を
あ
や
し
く
も
嘆
き
わ
た
る
か
人
の
問
ふ
ま
で
」。
万

葉
集
一
三
七
一
「
ひ
さ
か
た
の
雨
に
は
着
ぬ
を
あ
や
し
く
も
我
が
衣
手
は
干
る
時
な
き
か
」。　

神
さ
ひ
た
て
れ
―
「
か
む
（
ん
）
さ
ぶ
」

は
「
か
み
さ
ぶ
」
の
古
い
形
で
、
古
び
て
神
々
し
く
見
え
る
、
荘
厳
で
神
秘
的
で
あ
る
の
意
。
国
学
者
で
あ
る
重
綾
自
身
は
、「
か
む
さ

び
た
て
れ
」
と
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
後
の
「
神
崎
（
か
ん
ざ
き
）」
と
の
語
呂
も
よ
い
。
藤
原
宮
御
井
歌
「
耳
成
の
青
菅
山
は
背
面
の
大

御
門
に
よ
ろ
し
な
へ
神
さ
び
立
て
り
」。
紀
鹿
人
「
茂
岡
に
神
さ
び
立
ち
て
栄
え
た
る
千
代
松
の
木
の
年
の
知
ら
な
く
」。
補
助
動
詞
「
た
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つ
」
は
、「
・
・
・
す
る
程
度
が
甚
だ
し
い
（
い
き
り
た
つ
）」、「
・
・
・
し
始
め
る
（
思
い
立
つ
）」
等
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
が
、
用

例
か
ら
考
え
て
、
単
に
厳
然
と
し
て
屹
立
す
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
う
べ
し
こ
そ
」
を
受
け
て
、「
た
て
れ
」
と

係
り
結
び
に
し
て
い
る
。　

是
の
神
崎
―
長
田
王
「
聞
き
し
ご
と
ま
こ
と
尊
く
く
す
し
く
も
神
さ
び
を
る
か
こ
れ
の
水
島
」
を
明
ら
か
に

意
識
す
る
。「
こ
れ
の
」
も
。
他
で
も
な
い
こ
の
、
と
い
う
強
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
最
初
の
「
出
雲
の
や
」
以
後
の
地
名
列
挙
に
対
応
。
神

崎
は
風
土
記
以
来
の
地
名
で
、
序
の
注
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、「
か
ん
ざ
き
」
の
読
み
が
定
着
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
あ
る
い
は
「
か
み

さ
き
」
と
読
ん
で
、
清
澄
な
響
き
を
愛
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
あ
と
に
、
門
脇
重
綾
の
『
蠖
園
集
』
で
は
、
小
字
注
で
「
出
雲
風
土

記
に
拠
る
。
或
人
云
、
風
土
記
に
い
は
ゆ
る
佐
田
大
神
は
猿
田
彦
神
な
り
と
ぞ
」
と
付
記
が
あ
る
。　

く
き
と
よ
り
吾
漕
来
れ
は
―
万
葉

集
に
よ
く
見
る
表
現
。
柿
本
人
麻
呂
「
継
ぎ
来
る
那
珂
の
港
ゆ
船
浮
け
て
我
が
漕
ぎ
来
れ
ば
」。　

ま
か
み
ふ
る
―「
真
髪
触
奇
稲
田
媛
」

（
ま
か
み
ふ
る
く
し
な
だ
ひ
め
。『
日
本
書
紀
』）
に
よ
り
、
櫛
の
枕
詞
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
櫛
が
髪
に
触
れ
る
と
は
、
櫛
で
髪
を
と

く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ス
サ
ノ
オ
が
姫
を
櫛
に
変
え
て
髪
に
つ
け
た
こ
と
を
い
う
か
。「
ま
」
は
美
称
。　

妹
か
櫛
島
―
櫛
島

は
松
江
市
島
根
町
加
賀
の
桂
島
の
東
方
、
潜
戸
の
南
方
に
あ
る
。
現
在
は
桂
島
と
結
ば
れ
て
い
る
。
現
在
と
て
も
櫛
の
よ
う
に
は
見
え
な

い
丸
っ
こ
い
島
で
あ
る
が
、
西
側
の
裏
手
の
方
に
岩
場
が
数
カ
所
突
き
出
て
お
り
、
遠
く
か
ら
見
た
ら
櫛
の
歯
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
加
賀
漁
港
に
帰
る
途
中
に
見
え
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』「
櫛
嶋　

周
二
百
三
十
歩
。
高
一
十
丈
。〔
有
松
林
〕」。
櫛
を
愛
人
に

た
と
え
る
、
あ
る
い
は
愛
人
と
関
連
し
た
も
の
と
し
て
詠
む
こ
と
は
、
万
葉
集
に
し
ば
し
ば
あ
る
。
湯
原
王
「
あ
き
づ
羽
の
袖
振
る
妹
を

玉
櫛
笥
奥
に
思
ふ
を
見
た
ま
へ
我
が
君
」。
藤
原
麻
呂
「
娘
子
ら
が
玉
櫛
笥
な
る
玉
櫛
の
神
さ
び
け
む
も
妹
に
逢
は
ず
あ
れ
ば
」。　

波
の

ま
に
み
ゆ
―
万
葉
一
二
三
三
「
娘
子
ら
が
織
る
機
の
上
を
真
櫛
持
ち
掻
上
げ
栲
島
波
の
間
ゆ
見
ゆ
」。
栲
島
は
「
た
こ
し
ま
」。
現
在
の
中

海
に
浮
か
ぶ
大
根
島
で
あ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
門
脇
重
綾
に
は
、「
出
雲
国
蜛
蝫
（
た
こ
）
島
の
牡
丹
見
に
も
の
し
け
る
時
」
と
い

う
長
歌
が
あ
る
。　

＊
前
半
は
、
潜
戸
を
舟
で
探
検
し
、
そ
の
偉
大
さ
に
打
た
れ
て
、
風
土
記
の
物
語
と
実
見
の
景
勝
を
記
し
、
後
半
は
古
事
記
の
大
国
主
命

蘇
生
の
伝
説
の
地
と
す
る
、
出
雲
人
の
説
を
記
す
。
そ
し
て
、
時
代
の
先
後
も
わ
か
ら
ぬ
、
矛
盾
し
た
物
語
や
神
統
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
神
は
不
思
議
な
の
だ
と
、
非
合
理
ゆ
え
に
人
知
を
こ
え
て
神
々
し
い
と
、
強
引
に
結
論
づ
け
る

一
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反
歌
で
は
、
そ
の
よ
う
な
夢
の
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
た
の
ち
、
重
綾
は
潜
戸
を
は
な
れ
、
暗
黒
の
世
界
か
ら
、
明
る
い
現
実
世
界
に

戻
っ
て
い
く
が
、
夢
幻
世
界
を
完
全
に
離
脱
し
た
の
で
は
な
く
、
神
話
的
な
櫛
島
の
景
色
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
荒
ぶ
る

神
と
違
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
優
し
く
、
女
性
的
な
穏
や
か
さ
の
あ
る
風
景
で
あ
り
、
重
綾
は
ほ
っ
と
人
心
地
が
つ
く
の
で
あ
る
。

                                                        

５７　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長は

谷せ

川が
わ　

龍た
つ

衛え

黄こ

金が
ね

弓ゆ
み　

と
ら
し
しゝ

世よ

よ
り　

や
み
〱や
み

に　

み
い
つ
か
か
や
く　

か
かゝ

の
神か
ん

崎ざ
き

【
訳
】
神
が
黄
金
の
弓
を
手
に
お
と
り
に
な
っ
た
、
太
古
の
時
代
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
闇
と
い
う
闇
に
、
神
の
御
稜
威
が
か
か
や
い
て
い

る
、
こ
の
加
賀
の
神
崎
に
は
。

【
注
】
黄
金
弓
―
門
脇
重
綾
は
、「
投
矢
」
と
し
か
い
わ
ぬ
が
、「
風
土
記
」
で
は
「
金
弓
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
か
ね
の
ゆ
み
」

と
読
ま
ず
、「
こ
が
ね
の
ゆ
み
」
と
読
ん
で
、
輝
く
黄
金
製
の
弓
だ
と
し
た
。
弓
矢
で
、
東
門
、
西
門
に
穴
を
あ
け
た
こ
と
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
、
弓
が
母
子
神
の
も
と
に
流
れ
て
き
た
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。「
黄
金
」
は
『
万
葉
集
』
で
は
「
く
が
ね
」
と
読
む
が
、

次
の
歌
に
仮
名
で
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
こ
が
ね
」
と
読
ん
で
い
る
。
大
伴
家
持
「
天
皇
の
御
代
栄
え
む
と
東
な
る
陸
奥
山

に
く
が
ね
（
金
）
咲
く
」。
山
上
憶
良
「
銀
も
く
が
ね
（
金
）
も
玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
宝
子
に
し
か
め
や
も
」。
平
安
以
後
は
「
こ
が

ね
」。
恵
慶
法
師
「
一
巻
に
ち
ち
の
こ
が
ね
を
こ
め
た
れ
ば
人
こ
そ
な
け
れ
声
は
残
れ
り
」。　

と
ら
し
ゝ
世
よ
り
―「
と
ら
し
ゝ
世
よ
り
」

は
、
も
と
、「
と
ら
し
た
世
よ
り
」
に
作
る
。
今
正
す
。
と
ら
し
し
→
と
ら
し
ゝ
→
「
た
」
の
変
体
仮
名
（
多
）
と
刻
工
が
読
み
間
違
え

る
→
仮
名
の
「
太
（
た
）」
に
改
め
る
と
い
う
経
緯
で
、
こ
う
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
と
る
」
の
未
然
形
＋
上
代
尊
敬
の
助
動

詞
「
し
」（
四
段
活
用
）
の
連
用
形
＋
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。
間
人
老
「
み
執
ら
し
の
梓
の
弓
の
中
弭
の
音
す
な
り
」。
山
上

憶
良
「
御
心
を
鎮
め
た
ま
ふ
と
い
取
ら
し
て
斎
ひ
た
ま
ひ
し
真
玉
な
す
二
つ
の
石
を
」。
万
葉
集
三
三
二
四
「
刺
し
柳
根
張
り
梓
を
大
御

手
に
取
ら
し
賜
ひ
て
遊
ば
し
し
我
が
大
君
を
」。
こ
の
弓
を
取
っ
た
の
は
誰
か
。
佐
太
大
神
か
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
か
。
重
綾
が
躊
躇
な
く

佐
田
大
神
と
す
る
の
に
対
し
て
、
龍
衛
は
風
土
記
の
記
述
の
誤
読
と
み
な
し
、
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
加
賀
神

社
は
本
来
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
を
祭
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
神
道
家
と
し
て
の
確
信
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
風
土
記
の
記
述
も
い
ろ
い
ろ
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に
解
釈
で
き
る
の
で
、
主
語
を
明
言
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
佐
田
大
神
を
祭
る
た
め
に
は
、
佐
田
神
社
が
あ
る
。　

や
み
〱
に
―

「
闇
」
を
重
ね
て
、
あ
ら
ゆ
る
闇
に
の
意
と
し
た
。
何
も
で
き
な
い
さ
ま
や
正
気
や
分
別
を
失
う
さ
ま
を
表
す
副
詞
の
「
や
み
や
み
」
で

は
、
文
意
に
沿
わ
な
い
し
、「
や
み
や
み
と
」
と
い
う
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
語
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
。　

み
い
つ
か
か
や
く
―
み

い
つ
（
御
稜
威
）
は
、「
い
つ
（
厳
）」
の
尊
敬
語
。
御
威
光
。
御
威
勢
。「
い
つ
」
は
本
来
斎 (

い) 

み
清
め
て
、
神
聖
に
な
っ
た
も
の
。

出
雲
国
造
神
賀
詞
「
厳
幣
の
緒
結
び
」。
さ
ら
に
、
そ
の
神
聖
さ
が
荒
ぶ
る
方
向
に
向
か
い
、
神
の
威
力
が
強
烈
な
こ
と
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
古
事
記
「
い
つ
の
男
建 (

を
た
け
び) 

ふ
み
建 (

た
け) 

び
て
」。「
み
い
つ
（
御
稜
威
）」
は
、
祝
詞
で
使
わ
れ
る
程
度
で
あ
っ

た
（
長
谷
川
龍
衛
は
大
社
神
官
。
重
綾
も
含
め
て
、
歌
人
は
神
社
関
係
者
が
多
い
）
が
、
明
治
以
後
、
天
皇
の
威
光
を
示
す
語
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
か
か
や
く
」
は
、
古
く
は
清
ん
で
読
ん
だ
。
こ
こ
も
加
賀
（
か
か
）
の
地
名
由
来
と
し
て
、
清
ん
で
読
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
。『
風
土
記
』
加
賀
郷
（
補
綴
部
分
）
に
「
光
加
加
明
（
か
か
あ
く
）
也
。
故
に
加
加
と
云
う
。〔
神
亀
三
年
（
七
二
六

年
）
字
を
加
賀
に
改
む
。〕」
と
あ
っ
た
。　

か
ゝ
の
神
崎
―
「
加
賀
神
崎
」
と
し
て
『
風
土
記
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
用

い
た
。
重
綾
が
「
加
賀
」
と
「
神
崎
」
に
分
解
し
て
、
歌
の
最
初
の
方
と
最
後
に
配
し
た
の
と
は
違
っ
て
、
原
典
至
上
主
義
。
出
雲
の
人

間
と
し
て
、
風
土
記
以
来
の
地
名
称
呼
を
尊
重
す
る
。「
か
か
の
か
ん
ざ
き
」
と
読
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。

＊
こ
こ
か
ら
島
根
の
歌
人
達
の
作
品
と
な
る
。
明
ら
か
に
門
脇
重
綾
の
作
品
を
読
ん
だ
上
で
、
彼
ら
は
連
れ
だ
っ
て
潜
戸
に
赴
き
、
歌

会
を
開
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
重
綾
の
作
品
を
尊
崇
し
つ
つ
も
、
そ
の
表
現
が
必
ず
し
も
「
風
土
記
」
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
い
な
い
こ

と
を
憾
み
と
し
、
本
来
は
こ
う
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
主
張
す
る
。『
風
土
記
』
の
「
金
弓
」
を
、
矢
じ
り
が
鉄
製
で
あ
っ
た
な
ど
と
解
釈

せ
ず
に
、
全
体
が
黄
金
の
弓
で
あ
り
、
母
子
神
の
も
と
に
流
れ
着
い
た
時
点
で
、
す
で
に
洞
窟
は
輝
き
だ
し
た
の
だ
と
強
弁
す
る
。
重

綾
の
言
う
よ
う
に
、
矢
で
穴
を
あ
け
た
か
ら
、
光
が
満
ち
た
の
で
は
な
い
。
弓
を
と
る
、
す
な
わ
ち
矢
を
放
つ
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

そ
れ
で
は
、『
風
土
記
』
の
記
述
を
浅
く
読
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
外
光
に
よ
っ
て
潜
戸
が
輝
い
て
い
る
の
で
は
な
い
、
神
的
、
霊

的
な
目
に
見
え
ぬ
光
、
御
稜
威
に
よ
っ
て
輝
い
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
洞
内
に
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
そ
の
闇
の

隅
々
も
実
は
輝
い
て
い
る
の
だ
。
真
夜
中
で
も
輝
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
土
地
が
輝
く
意
味
の
「
加
賀
」
と

い
う
名
を
も
つ
由
来
で
あ
る
。
普
通
の
光
で
輝
い
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
神
の
岬
「
神
崎
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
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い
。
こ
の
地
名
由
来
の
部
分
も
、
重
綾
が
触
れ
な
い
の
は
、
土
地
の
人
で
な
い
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
に
し
て
も
、
遺
憾
で
あ
る
。
あ
や
し

い
民
間
伝
承
を
伝
え
る
よ
り
は
、
正
統
な
神
の
道
を
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
と
以
上
の
よ
う
な
議
論
や
主
張
が
、
こ
の
歌
の
背
後
に
隠
さ

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
の
後
半
は
、「
か
」
音
を
連
続
さ
せ
て
、
強
く
清
澄
な
リ
ズ
ム
を
作
り
、「
加
賀
」
の
土
地
に
生
ま
れ
た

「
神
」
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
表
す
。

５８　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島し
ま　

多た

豆ず

夫お

射い

放は
な

ち
し　

こ
かが

ね
の
弓ゆ
み

の　

ひ
か
り
に
や　

く
ら
き
岩い
わ

屋や

も　

か
かゝ

や
き
に
け
む

【
訳
】
遠
く
射
放
っ
た
黄
金
の
弓
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
ま
っ
く
ら
な
洞
窟
も
輝
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

【
注
】
射
放
ち
し
―
延
喜
式
・
祝
詞
・
遷
却
祟
神
「
射
放
つ
物
と
弓
矢
」。「
射
放
つ
」
の
語
は
、
和
歌
に
用
例
が
な
く
、
古
代
性
、
宗
教

性
を
帯
び
る
と
考
え
た
か
。　

こ
か
ね
の
弓
の
―
前
首
と
同
じ
く
、
風
土
記
の
「
金
弓
」
を
黄
金
の
弓
と
し
た
。　

ひ
か
り
に
や
―
上
東

門
院
「
く
も
り
な
き
よ
の
光
に
や
春
日
野
の
同
じ
道
に
も
尋
ね
行
く
ら
ん
」。
こ
の
歌
も
春
日
大
社
と
光
を
結
び
付
け
、
そ
の
光
は
神
性

を
帯
び
る
。　

く
ら
き
岩
屋
も
―
岩
屋
は
洞
窟
。
修
行
者
や
神
が
暗
中
で
霊
力
を
高
め
る
場
所
。
生
石
真
人
「
大
汝
少
彦
名
の
い
ま
し
け

む
志
都
の
石
屋
は
幾
代
経
に
け
む
」
を
明
ら
か
に
意
識
す
る
。
ち
な
み
に
「
し
づ
（
志
都
）
の
い
わ
や
」
は
、
島
根
県
大
田
市
静
間
町
魚

津
海
岸
に
あ
る
洞
穴
。
藤
原
為
理
「
山
陰
や
く
ら
き
岩
間
の
忘
水
た
え
だ
え
見
え
て
飛
ぶ
蛍
か
な
」。
僧
正
行
尊
「
草
の
庵
を
何
露
け
し

と
思
ひ
け
む
も
ら
ぬ
岩
や
も
袖
は
ぬ
れ
け
り
」。　

か
ゝ
や
き
に
け
む
―
清
ん
で
読
ん
で
、
加
賀
（
か
か
）
の
地
名
伝
説
に
結
び
付
け
る
。

「
に
け
む
」
は
、
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形
に
、
過
去
推
量
の
助
動
詞
「
け
む
」
の
付
い
た
も
の
。
過
去
の
事
柄
、
す
で
に
完
了

し
た
事
柄
に
対
す
る
推
量
の
意
を
表
す
。
・
・
・
た
の
だ
ろ
う
。
・
・
・
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
大
伴
家
持
「
い
づ
く
に
は
鳴
き
も
し
に

け
む
ほ
と
と
ぎ
す
我
家
の
里
に
今
日
の
み
そ
鳴
く
」。
佐
太
大
神
の
霊
的
成
長
は
か
く
し
て
成
就
さ
れ
た
。

＊
長
谷
川
の
歌
が
論
争
的
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
微
温
的
。
宗
教
性
は
あ
る
が
、
弱
い
。
同
じ
く
、「
金
弓
」
を
「
黄
金
の
弓
」

と
し
、
重
綾
の
不
足
を
あ
げ
つ
ら
う
が
、
長
谷
川
の
言
う
よ
う
に
、
弓
が
流
れ
着
い
た
時
点
で
、
洞
窟
が
輝
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
矢
を
放
っ
て
は
じ
め
て
光
が
洞
窟
に
満
ち
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
外
光
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
弓
に
よ
る
と
い
っ
て
い

る
が
、
こ
の
光
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
神
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
長
谷
川
の
歌
い
ぶ
り
の
激
し
さ
、
強
さ
に
は
及
ば
な
い
が
、
逆
に
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じ
っ
く
り
と
神
の
恩
寵
に
感
謝
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
御
稜
威
を
持
つ
荒
ぶ
る
神
で
は
な
く
、
仁
慈
の
光
で
闇
を
払
っ
て
く
れ
た
優

し
い
神
。
こ
の
歌
の
主
人
公
は
、
佐
太
大
神
で
は
な
く
て
、
や
は
り
キ
サ
カ
イ
ヒ
メ
で
あ
ろ
う
。
最
後
も
「
け
む
」
で
、
断
言
せ
ず
に
穏

や
か
に
終
わ
っ
て
い
る
。

５９　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

井い　

言の
ぶ

正ま
さ

千ち

早は
や

振ぶ
る　

神か
み

代よ

も
か
く
や　

霞か
す
み

け
む　

く
き
とど

の
沖お
き

の　

春は
る

の
曙
あ
け
ぼ
の

【
訳
】（
ち
は
や
ぶ
る
）
神
の
時
代
も
こ
の
よ
う
に
か
す
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
潜
戸
の
お
き
の
春
の
曙
。

【
注
】
千
早
振
―
「
神
」
に
か
か
る
枕
詞
。
門
脇
重
綾
の
長
歌
の
注
に
既
出
。
こ
こ
も
、
現
在
の
我
々
の
想
像
を
絶
す
る
荒
れ
狂
っ
た
神

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
神
の
い
た
（
い
る
）
潜
戸
を
離
れ
て
、
港
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
在

原
業
平
「
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川
か
ら
紅
に
水
く
く
る
と
は
」
を
す
こ
し
ひ
ね
っ
た
言
い
方
。
業
平
は
、
眼
前
の
美
を
、
神

代
を
超
え
る
も
の
と
し
て
賛
美
す
る
が
、
逆
に
こ
の
歌
は
、
恐
ろ
し
い
神
々
が
い
た
時
代
も
今
と
同
様
穏
や
か
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
潜
戸
か
ら
離
れ
て
、
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
神
代
を
懐
か
し
む
の
で
あ
る
。　

神
代
も
か
く
や
―
中
大
兄
皇
子
「
香
具
山
は
畝
傍

を
愛
し
と
耳
成
と
相
争
ひ
き
神
代
よ
り
か
く
に
あ
る
ら
し
古
も
し
か
に
あ
れ
こ
そ
う
つ
せ
み
も
妻
を
争
ふ
ら
し
き
」。「
か
く
」
は
万
葉
調

の
堅
い
言
い
方
。　

霞
け
む
―
霞
に
春
の
美
を
感
じ
る
の
は
平
安
調
で
あ
ろ
う
。
源
具
親
「
難
波
潟
か
す
ま
ぬ
浪
も
霞
け
り
う
つ
る
も

く
も
る
朧
月
夜
に
」。　

く
き
と
の
沖
の
―
東
門
か
ら
舟
が
出
て
、
春
光
に
や
わ
ら
か
く
包
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
情
景
を
思
い
浮
か
べ
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。　

春
の
曙
―
二
品
法
親
王
「
梅
が
枝
の
花
に
木
つ
た
ふ
鶯
の
声
さ
へ
に
ほ
ふ
春
の
曙
」、
前
左
兵
衛
督
惟
方
「
た
ち

の
ぼ
る
煙
を
だ
に
も
見
る
べ
き
に
霞
に
ま
が
ふ
春
の
曙
」、
伏
見
院
「
か
す
み
ゆ
く
波
路
の
舟
も
ほ
の
か
な
り
ま
つ
ら
か
沖
の
春
の
曙
」。

『
枕
草
子
』
冒
頭
の
「
春
は
曙
」
が
想
起
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
安
朝
の
穏
や
か
な
美
意
識
で
締
め
く
く
る
。

＊
潜
戸
の
す
ば
ら
し
さ
、
お
そ
ろ
し
さ
に
心
揺
ら
さ
れ
、
呆
然
と
し
た
の
ち
、
外
に
出
る
と
霞
が
か
か
っ
た
海
が
見
え
る
。
朝
日
が
潜
戸

の
洞
窟
に
さ
す
の
を
見
る
は
、
本
当
に
感
動
的
だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
を
見
に
行
っ
た
の
か
。
潜
戸
の
中
は
神
話
世
界
、
人
間
世
界
か
ら
お
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そ
ろ
し
く
隔
絶
し
た
世
界
だ
っ
た
が
、
神
代
も
こ
の
よ
う
な
霞
が
外
に
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
、
神
の
古
代
世
界
も
恐
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
ふ
だ
ん
の
歌
人
と
し
て
の
自
分
に
も
ど
っ
た
。
歌
の
調
子
も
、
万
葉
調
か
ら
、
古
今

調
へ
。「
千
早
振
」
と
か
「
神
代
」
と
い
う
と
こ
と
ご
と
し
い
が
、
そ
れ
は
遠
い
過
去
へ
の
な
つ
か
し
み
で
あ
り
、
む
し
ろ
在
原
業
平
の

歌
の
よ
う
に
、
上
代
の
荘
厳
を
意
識
し
つ
つ
も
、
現
前
の
美
を
楽
し
む
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
半
の
「
か
」
音
の
連
続
は

堅
い
調
子
で
、
神
へ
の
畏
敬
が
ま
だ
残
る
が
、
後
半
は
柔
ら
か
な
「
の
」
音
の
連
続
が
だ
ら
だ
ら
と
続
き
、
穏
や
か
な
日
常
現
在
へ
の
回

帰
を
表
す
。
あ
た
か
も
、
重
綾
が
反
歌
で
優
し
い
恋
の
気
分
で
終
わ
ら
せ
た
の
に
倣
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

６０　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

江え　

也や

丈
じ
よ
う

乳ち
ち

岩い
わ

は　

涼す
ず

し
寝ね

た
子こ

も　

眼め

を
さ
ま
せ

【
訳
】
潜
戸
に
子
供
を
連
れ
て
遊
覧
し
て
み
た
が
、
折
か
ら
の
暑
さ
で
子
供
が
ぐ
で
っ
と
し
て
寝
て
し
ま
っ
た
。
洞
内
は
涼
し
い
。
乳
岩

か
ら
は
、
水
の
し
ず
く
が
乳
の
よ
う
に
し
た
た
っ
て
、
冷
た
い
。
お
ま
え
の
好
き
な
お
乳
だ
よ
。
寝
た
子
は
起
こ
す
な
と
は
い
う
け
れ

ど
、
せ
っ
か
く
だ
、
水
の
し
ず
く
が
顔
に
滴
っ
て
目
を
さ
ま
し
て
見
物
す
る
が
よ
い
。

【
注
】
也
丈
―
本
名
不
明
。
山
内
曲
川
の
弟
子
筋
に
は
違
い
な
い
。
曲
川
と
同
じ
く
松
江
の
人
。
明
治
初
め
の
漢
詩
・
俳
諧
雑
誌
『
風
流

新
誌
』
に
そ
の
作
品
が
見
え
る
。
明
治
十
四
年
二
月
発
行
『
風
流
新
誌
』
第
壱
号
「
庵
へ
来
る
人
の
見
て
居
る
柳
か
な　

也
丈
」。
同
年

四
月
発
行
第
二
号
「
追
お
ろ
す
家
鴨
や
河
岸
の
朝
霞　

也
丈
」。
平
凡
な
日
常
の
小
さ
な
出
来
事
を
楽
し
む
句
風
と
見
え
る
。　

乳
岩
は

―
乳
房
石
、
乳
汁
石
と
も
い
う
。
北
門
と
東
門
の
中
間
辺
り
の
天
井
に
、
乳
房
の
形
を
し
た
大
小
二
つ
の
石
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
そ

の
霊
験
談
は
、
先
に
引
用
し
た
『
懐
橘
談
』
に
詳
し
い
。『
古
事
記
』
や
『
風
土
記
』
の
よ
う
な
正
統
な
書
に
は
載
ら
な
い
、
俗
の
き
わ

み
の
民
間
伝
承
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
の
俳
諧
は
愛
し
た
。「
乳
」
自
体
が
卑
俗
。　

涼
し
―
夏
の
季
語
。
外
は
暑
い
の
に
、
ふ
と
涼
し
さ

を
感
じ
る
と
き
に
用
い
る
。　

寝
た
子
も
―
寝
た
子
を
起
こ
す
と
は
、
せ
っ
か
く
収
ま
っ
た
物
事
に
余
計
な
言
動
を
し
て
、
再
び
問
題
を

起
こ
す
こ
と
の
た
と
え
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
、
ぐ
ず
る
子
が
寝
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

眼
を
さ
ま
せ
―
「
さ
ま
せ
」
は

命
令
形
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
疑
問
が
残
る
。
イ
段
と
エ
段
の
混
乱
に
よ
り
、「
さ
ま
し
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
さ
ま
せ
」
と
表
記

二
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し
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
洞
内
の
涼
し
さ
で
目
を
さ
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ぐ
ず
っ
て
い
た
子
が
せ
っ
か
く
寝

て
い
た
の
に
と
い
う
、
や
っ
か
い
が
る
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
る
か
。
も
ち
ろ
ん
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
乳
岩
の
し
ず
く
を
浴
び
、
潜
戸

の
洞
内
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
子
に
と
っ
て
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
ね
、
と
い
う
親
ら
し
い
思
い
も
裏
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。

＊
卑
俗
な
記
述
で
、
現
在
の
潜
戸
の
楽
し
み
方
を
指
南
す
る
。
高
邁
な
和
歌
に
対
し
て
、
卑
俗
に
徹
す
る
俳
諧
の
反
骨
精
神
が
感
じ
ら
れ

る
。
潜
戸
の
項
の
最
後
に
置
い
て
、
世
俗
的
、
現
実
的
気
分
で
締
め
く
く
る
。
と
は
い
え
、
何
者
か
が
い
て
、
子
供
を
見
守
っ
て
い
る
よ

う
な
、
洞
窟
の
神
秘
性
が
感
じ
ら
れ
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
古
代
の
神
へ
の
信
心
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
ま
た
、
直
接
は
出
て

こ
な
い
が
、
加
賀
（
か
か
）
＝
嬶
（
か
か
あ
）
の
伝
承
も
意
識
し
て
、
洞
窟
に
、
乳
を
も
た
ら
す
母
性
、
優
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
人
間
が
安
ら
か
な
世
界
と
し
て
回
帰
し
た
が
る
、
子
宮
の
象
徴
と
し
て
、
洞
窟
を
と
ら
え
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
。
も
し

そ
う
な
ら
ば
、
歌
人
、
国
学
者
達
正
統
な
知
識
人
が
描
い
た
の
は
、
荒
ぶ
る
、
人
知
で
と
ら
え
ら
れ
な
い
恐
る
べ
き
神
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
庶
民
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
仁
慈
あ
ふ
れ
る
神
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
也

は
や
ん
わ
り
と
さ
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

付
記

　

本
稿
は
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
陰
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

近
代
山
陰
の
政
治
と
文
化
―
「
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
」・「
若
槻
礼
次
郎
関
係
文
書
」
に
見
る
漢
詩
と
政
党
政
治
の
関
係
分
析
を
通
し
て
―
（
課
題
番
号  

一
六
一
一 　

期
間 

二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度　

 　

代
表 　

要
木
純
一
）

及
び
、

科
研
費　

基
盤
研
究
（C

） 

近
代
山
陰
地
域
の
漢
詩
と
官
僚
出
身
政
治
家
の
文
化
教
養
環
境
―
中
国
文
学
と
日
本
史
学
の
学
際
的
研
究  

（
研
究
課
題
／
領
域
番
号 

16K
02366　

　

期
間　

二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度　
　

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
一

訳
注
出
雲
名
勝
摘
要
（
五
）


